
四日市市の中央部を流れる三滝川の左岸台地上に、永井遣跡がある。この遺跡は四

日市市の台地上にあった二つの弥生時代の遺跡のーつである。

そのーつは、三重地区の大谷遺跡であって、昭和38年に県道、四日市~田光線バイ

バスの工事によって、遺跡の中央部が破かいきれ、昭和41年夏に到って発掘調査が行

われ九。その結果は、記録と百分のーの模型にその姿をとどめることができ北。

残るーつがこの永井遺跡で、この周辺には永代寺山、上畑の遺跡があり、このあた

りは弥生時代を中心とした大規模な古代集落地として戦前から知られていた。

今回の調査は、利用度の少ない雑種地や畑地を整理して、宅地化しようとする士地

所有者からの申し出に端を発し、国庫補助事業として、 400万円の経費と7力月の日数

を費して、実施したもので、区画整理の土地にかかっている約4000ガの土地から、県

下でも数少ない方形周溝2基と、弥生時代の溝跡8本、それに数多くの住居址、石器、

土器が検出され、弥生時代前期から古墳、奈良、平安、鎌倉時代に到るものとして明

らか1てされた。

これらの中で、特に庄居址の多い地区、約500泥を緑地として保存することができ

たのはまことに喜ぱしいことである。

調査にあたり、と尽力をいただいた三重大学教侵服部貞蔵氏、三重県教育委員会文

化課の職員、ならびに近郊の小中学校教職員をはじめ、発掘調査に当られた方々に厚

くお礼申し上げるとともに、発掘作業1てど協力いただいた方々に対し、深く謝意を表

します。

序

昭和48年3月

四日市市教育委員会

教育長市川 郎



四日市市尾平町永井及び石塚両地区1こわたるいわゆる永井遺跡は昭和36年の埋蔵文

化財包蔵地調査に弥生時代のものとして登録きれているが、その後尾平町一帯の市街

化に伴い、45年には同遺跡の一部に家屋が新築され、その際、多量の弥生式士器が出

土したが、未調査のままに終っていた。ところが46年末に至って地元地主の人々によ

る土地区画整理事業の議が起こり、このことを市教育委員会が探知して、幾度か交渉

が重ねられ、保存についても充分考慮するということで発掘調査に踏み切った。調査

は47球5月8日からⅡ月末までかかったが、調査担当者には県教育委員会の小玉道明

氏、伊藤久嗣氏をわずらわし、調査員牝は市及び周辺の各学校の教員や有志で発掘経

験を持つ方々にお願いした。この方々は本職の多忙な中を割き、また休暇中も炎天下

に立って労苦を重ねられ北のであった。

調査の結果は本文1て詳しいが、要するにこの遺跡は弥生各期から鎌倉時代にかけて

の長期間にわたる複合遺跡で、特に多量の弥生前期の土器、弥生中期後半と後期の方

形周溝遺構2基、平安時代の倉庫らしき掘立柱建物址数基などは注目きれるものであ

ろう。

この遺跡の保存について方形周溝遺構、弥生前期の数条の溝址、方形建物址を含め

ることを主張していたが、地形の関係などから緑地保存予定地変更の措置による最小

限度πとどまらぎるを褐なかったのは遺憾である。

しかしこの遺跡はなお東南区に当たる台地先端部に遺構を残しているのでこの地区

の保全には関係方面で万全を期して頂きたい。

終りに市教育委員会並び忙困難な条件の下迄発掘κ従事され、また多忙の中に出土

品整理、報告書作成に当たって頂いた方々に心から謝意を表するものである。

は し が き

四日市市文化財調査会委員発掘調査貴任老

服,部貞 蔵



1.本書は、匹日市市が国庫及び県費補助をうけて行なった四日市市尾平町・永井遺

跡の緊急発掘調査の結果をまとめたものである。

2.調査は、四日市市教育委員会が主体となり、三重県教育委員会の指導のもと忙、

市内小中学校の有志教職員を四日市市文化財臨時調査委員に委嘱し、実施した。

3.調査をすすめるにあたり、四日市市役所区画整理課をはじめ、地元石塚士地区面

整理組合の協力を縄た。

例

4.本文中の造構略符号は下記による。

SB:竪穴住居址、掘立柱建物址

SD:溝址

SK:士拡

SX :方形周溝址

,

言
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四日市市の中央部を西から東へ流れる三滝川の北岸、台地上の畑や雑種地は戦前か

ら郷士史家たちによって、弥生時代中期の石器、土器片などの散布するところとして

知られていた。ここが小字名どおりの永井遺跡である。

昭和諦年、尾平町忙県立四日市商業高校が移転するとともに、この辺一帯は、新都

市計画法によって市街化区域に決定きれた。このころより、永井遺跡も都市化の波に

きらきれることになり、遺跡の一部にいつの閻にか住宅が建ちはじめ問題化されてき

調査の経過

昭和41年になると、県立四昌市商業高校のある通称永代寺山の南斜面下にある上畑

地区一帯に耕地整理が行われることになり、上畑遺跡の緊急発梱調査が行われた。

それから5年後の昭和46年10月に地元、永井、石塚両地区内の遺跡である土地の所

有者の間で、この場所は高低が甚だしく殆ど耕地としての利用度もなく、まして降雨

時には東側斜面約20挽下の住宅地帯に浸水禍をひきおこすことがしぱしぱとして、こ

こを区画整理しようとする計画がまとまった。

昭和47年2月に、四日市市教育委員会に対して、地元から事前調査の実施が要望き

れた。そこで、市教育委員会では、三重県教育委員会と相談し、文化庁とも連絡をと

つて熟慮した結果、発掘調査も止むを得ないと判断してその準備を進めてきた。しか

し地元では、この年の春から工事着手をめぎして、再三にわたって市教育委員会への

要望があり、市教育委員会としても地元民の利害を考えながら、三重県の重要遺跡50

選の中にあるこの永井遺跡の発掘調査を如伺にすべきかと度重なろ協議を行なってき

た結果、緊急発掘調査として、総額400万円にの憾る費用を、国庫補助200万円、県

費補助66万、残額を市費負担で行うこととして、それぞれに対して申請書を提出し、

5月8日から約3か月の予定で調査を開始すろ運びとなった。

しかし一方では、問題がもちあがってからあまりにも短時日の間のことであったの

で、調査員の問題が残されたままであった。市内の考古学研究家たちとの話しあいは

数度にわたっても難行し、結局は、文化財保護と不時の傷害に対する医療保障との問

0た



題から了解点に至らないまま、現地測量、試掘へと進んでいった。当初は地元の作業

員約30名と県、市の職員のみであっ北。

調査はまず区画整理予定地16.000河のうち、事前忙士器片等表面採集の行われてい

た如00πとその周辺あわせて25か所に16抗の試掘坑を入れて、遺跡の状況と遺構の深

き、その広がりを把握することからはじまった。その結果浅いところでは現地表下、

40m、深いところで70mに遺構があった。

つぃで、茶の木や立木をブルト【ザーで除去すると同時に、表士を約0.3抗排除し、

斜面の下の方から発掘作業を開始した。

発掘作業は、例年になく雨天がつづき、台風に2度も見舞われ、その上遣構は試掘

段階で確認されたよりも深く、 8本の溝址、 2基の方形周溝墓を検出、各時代にわた

る住居址の重複、それに現地の傾斜があまりにも大きすぎ北ため、遺機の実測を2回

にわけて行わなけれぱならないなど、予定の日数を大きく上まわり、Ⅱ月末詫なって

ようやく終了のはこびとなっナこ。

なおこの調査についてはつぎの方々におねがいした。

語査主体

詔査指導

湘査担当老

四日市市教育委員会

服部貞蔵(三重大学教授)

小玉道明(三重県教育委員会文化課)

同 上伊藤久嗣

片岡雅章(県立匹日市南高凌)浅生悦生(楠中学校)安田日出麿(港

中学校)川井信吾(水沢小学校)森逸郎(三重小学校)花房哲也(下

野小学校)高川晃(川越北小学校)伊藤洋(日本合成ゴムKK)樋尾

重雄(同上)早川裕己(皇学舘大学学生)鈴木成諦(北勢教育事務所)

また、発掘調査後の出土品整理報告書作成は、小玉道明をはじめ、伊藤洋、早川裕

己、森逸郎が主としてあたった。

調査員

2
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永井遺跡は、四日市市街地の西方約3駅の四日市市尾平町字永井、字石塚の台地上

にある。この台地は、標高20解~30解で、北の海蔵川、南の三滝川にはさまれた標高

60加内外の生桑丘陵地の南東麓にある。

台地の東饗には、四日市海岸平野がひろがり、南から西へは、三滝川による谷低平

野が細長く入りこんでいる。篦の水田との比高は5抗~10抗あり、四日市の市街地ば

かりでなく、伊勢湾をこえて対岸の知多半島まで遠望できる地となっている。

台地の各所には、弥牛時代前期から各時代の遺跡、古墳が知られている。同じ生桑丘

陵地の北東側の台地には、この永井遣跡と全く類似した生桑町・大谷遺跡があり、こ

の四日市*央部の最初の開拓のはじめられたことがわかる。また、弥生時代後期の集

落址としてよくしられている東日野町・東日野遣跡は、南方約2扉の台地上にあり、

古墳時代末期から奈良時代の大集落址である西坂部町・貝野遺跡は、北方約3加の海

蔵川北岸の台地上にある。一方、古墳としては、生桑町・大谷遺跡の上につくられた

大谷古墳群(全5基)以外は、.単独でつくられたものがいくつかあろ。貝野遺跡に隣

接した貝野古墳(方埴)、永井遺跡の北数100加の生桑町・庚申塚古墳、南方約1艇

の松本町・ひぱり山古墳(円墳)などである。

また、東側の海岸平野にも、遺跡が知られている。三滝川南岸の平地には、伊倉町

・浄祐遺跡(弥生時代後期)、大井手町・前山遺跡(弥生時代後期鎌倉時代)、中川

原町・宮の西遺跡(弥生時代後期以降)、赤堀町・北中寺遺跡(弥生時代後期以降)

など、各所にみられる。これらのほとんどは、水田下に深く埋没していて、台地上の

遣跡とは対象的である。

永井遣跡のある台地上は、西から東へなだらかに傾斜をなし、中央には、巾5解ほ

どの深く浸食された谷がある。遺踏は、この谷の南側一帯1てひろがり、古く西端は宅

地になっていて、その規模はあきらかでない。しかし、北側の県道尾平一垂坂一東富

田線をはさんで西側忙も、弥生時代後期忙はじまる上畑遺跡があって、かなり広大な

集落址の一部ともおもわれる。 (森逸郎)

Ⅱ 位置と地形
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検出された遺構は、弥生時代前期の溝址、土拡、弥生時代中期の方形周溝址、土拡、

弥生時代後期の竪穴住居址、溝址、土昿、古墳時代後期の竪穴住居址、土拡、平安時

代の竪穴住居址、掘立柱建物址、鎌倉時代の溝址、土拡など、各時代各種のものがあ

る。

これらは、北一南一東にL字状の発掘区約2800πの範囲のなかで、比較的時代毎に

まとまってみとめられた。弥生時代前期の遺構は、発掘区の東半に、弥生時代中期で

は、主として北東隅に、弥生時代後期では南西隅に、古墳時代後期以降では中央部に

検出きれていろ。

遣跡が台地上でも東端部のなだらかに傾斜地につくられたためか、発掘区の東部に

おいては{現地表下30解~40俳と比較的あきく埋もれてい九。一方、中央から西部で

は、現地下50伽~70mと比較的ふかくから検出きれている。しかし地山面は一様でな

く、東部では表土であろ耕作土直下が粘質の黄色土で遺構の掘り方も比較的易くみと

められたのに対し、中部から西部では、砂質土混りの暗褐色士の個所がおおく、検出

も手間どった。

Ⅲ 遺 構

1.弥生時代前期の遺構

大形の溝址と土拡がある。この時代の土器だけが出士した小穴もいくつかあるが、

建物址は確認できなかった。

溝址は発掘区の束音畷こおいて、 6条が南西から東方へつづいている。これらは中心

を南東においた弧状に平行している。もっとも東端のSD 1溝址から、もうとも西の

S D 6溝址までは50抗ほどある。 S D 1 と SD 2 とは中心促E雛で8.5抗、 S D2、 3、

4 はそれぞれ12挽前後はなれて、.その間隔がひろく、 SD4、 5、 6はそれぞれ6.5抗聞

隔でせまい。 SD 7溝址も同時代のものであるが、他のものより細く、浅い。いずれ

も埋土は黒色土で、多量の土器片がうまっていた。 SD7溝址以外は、南西部が事業

地外へつづいている。
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①溝址

巾1抗~3.3抗、深さ15伽~35俳。中央部がもっとも広く、深い。断面はS D I

逆台形で、底面は平坦であろ。東端に向って傾斜しているが、細く浅くなっていく 0

溝内1こは、多数の円礫とともに、土器片、石器がうまっていた。

SD 2 巾1.7抗~2.0挽、深き20m~45剤。掘り方の壁面は、北側が高く、南側

が低い。東端は地山面が北東側の谷にむかって傾斜していて流出している。溝内のう

ちでもとくに西半の北壁寄りから、多数の石鉄、石器剥片が出土した。

SD 3 巾1.4抗~2.0抗、深き30m~65m。南西端は鎌倉時代のSD15溝址と交

叉している。他の溝址と同様、土器片がおおくうまっていたが、東端部ではとく迄多

く出士している。また中央部では弥生時代中期の土器片が出土し、溝外にも比較的多

く土器片がみられた。

S D 4 巾1.6形~2.2解、深き40m~60m。南西寄りがもっとも広く深い。とく

に南西端では、溝の上面が砂混りの黄色土でおおわれ、掘立柱建物の柱穴状の小穴が

みとめられている。

SD 5 巾1.8抗~2.0解、深き40剛~60m。溝底は、巾1抗ほどの平坦面をなす。

東端では、平面がハの字状にひろがる。また、溝址に沿って南東側化は、巾 1.2抗、

深き15m~20伽ほどの他の浅い溝が重複してつづいている。この浅い溝址は、各時代

の遣物が混在していて、時代は判別しがたい。

S D 6 巾2.5挽前後、深き50肌。発掘区においてもっとも長く検出できたもの

である。この時代の弧状の大溝のうちではもっとも北側にあたる。溝内には、とく1て

中央部において弥生時代中期の土器片も多数混在していた。

SD 7 巾90俳前後、深さ10m前後。 SD 1溝址とSD 2溝址との間にある。少

量の士器片がうまっていた。

②土昿

SK 14 S D 2溝址の北側にある径90mxl.1解、深き20m。浅く小形のもので、

この時代の士器片だけが出土している。 SD 1溝址の北側にも、こうした形状のもの

がいくつかある。
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2.弥生時代中期の遺構

この時代の土器片は、発掘区の中央から北部にかけてかなり出土しているが、遺構

としては、方形周溝址2ケ所と土拡数ケ所がある。住居址は確認きれていない。

方形周溝址は、発掘区の北東部において、その一辺を共用して東西地2基がつらな

る。土拡は、中央部から北東部にお霜く点在している。平面は不整形なものがおおく、

ほとんどが南北にながい。全く遺物の出土しなかったものもあるが、形状からごの時

代のものとした。

①方形周溝址

SX 74 西辺の一部と、北辺の大半が水田によって削平きれ、東辺と南辺とは全

く不明で全体の形状は明らかでない。北西隅では、西辺と北辺が1抗ほどはなれてい

て、つづかない。北辺は巾2.3解、深さ60mほどで、多量の士器片がうまっていた。

西辺は巾2.5抗、深き70肌。溝底には、多量の土器片とともに完形の壺がおかれてい

た。まナこ小形の石斧も出土している。

SX 乃東西20肌、南北20抗の平面が方形の範囲のもの。四辺のうち、西辺と南

辺はっづき、東辺と北辺はそれぞれ隅が広くあいている。西辺は巾2.5抗前後、深さ

50m。北端は鎌倉時時代のSD30溝址によりかなり上面が削平きれていたが、壺がま

とまっておかれていた。他の個所では、多数の土器片が出土1ノていろ。

南辺は巾2抗前後、深さ50m。この東端部は、すでに流出しているのか朋確ではな

い。この西辺と南辺とがつづく南隅では、巾1.5抗、深き7.5mで、ややせまくなって

いる。

北辺は、巾2脱、深さ60俳。西辺の北端までは6辨、東辺の北端まで5抗ほどあり、

それぞれ隅がかなり広くぁいている。

②土昿

SK 19 巾1.1抗、長さ3.1抗、深さ46m。北東一南西に長い。掘り方の壁面は、

南西側がなだらかで、他は比較的急となっていろ。

SK 34 径 1 抗 XI.9抗、深さ50m。北側の径1.1抗、深さ15mの浅い凹みと重複

してぃる。東西に長く、中央部がもっとも深い。溝内からは、凹線文をめぐらした壺

の口縁部の破片が出土している。

6



SK 35 巾90俳、長き2.2解、深さ50m。 SK34土昿の東側にある。平面は不整

形で、西側に対してわずかに弧状をなす。溝内には、弥生時代前期の甕片ととも迄中

期の壺の口縁部片がうまうていた。

SK 37 巾1.1抗、長き2.4抗、深き70m。南北に長く、掘方壁面のうち、西壁は

ほとんど垂直になり、その他の壁面は急傾斜となっている。溝内からは、石繊、石器

剥片、土器片などが出土している。このSK37士昿に対し、西側1挽には、巾60伽、

長き1.5解、深き25mの南北にな力丸ソ上形の土昿がある。

SK 46 巾80m、長き 1.8抗、深き50m。平面は不整形ながら北東一南西になが

い。東に対して弧状をなし、壁面は東側が比較的急となっている。遺物は出士してい

ない。

SK 54 巾80俳、長さ1.8抗、深さ56伽。北北東一南南西に長い。北端は鎌倉時

代のSD65溝址により削平きれている。掘り方の壁面は、東側が比較的急である。底

面は船底状で南寄りがもっとも深い。土器片が少量出士している。

SK 60 巾1.1解、長さ2.8肌、深き60則。北一東1こ弧状に長く、中央部がもっと

もふかい。

SK 72 巾1.2抗、長き2.0柳、深き50卿。北東一南西に半円状に長い。掘り方壁

面は東側が急で他はなだらかになっている。

SK 76・フ7 SK76は巾60伽、長き1.75抗、深き10mであさいが、これと対する

格好のSK77は巾80m、長き2抗、深き40飾である。それぞれ対応すろ側にわずかに

平面が弧状をなす。

SK 81 巾90m、長き2.0抗、深さ56例。北北東一南南西に長く、平面は東1て対

しほぽ半円形をなす。北端上面は古墳時代後期のSB83住居址により削平されている。

SK 認巾80m、長き2.4抗、深き50酬。鎌倉時代のS D60溝址の北端と全く重

複して南北にながい。掘り方壁面は東側が急になつている。

SK 90 巾1.1抗、長き2.2抗、深さ57m。発掘区でももっとも北から検出された。

南北に長く、南寄りがもっとも深い。掘り方壁面は東側が急になっている。
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3.弥生時代後期の遺構

発掘区の全域にわたってみられるが、竪穴住居址は大半が南西部に重複してあ叺

溝址は、東部に細いものがある。竪穴住居址は、いずれもあきく周溝が方形にめぐ、

るだけのものもお粘い。主柱穴、・炉址等も明確でなく、重複しているものも、前後関

係の不明のものぱかりである。住居内の出士遺物も少量の士器片だけの場合がおおく、

しかも各時代のものが混在し、時期の確定しがたいものもある。

ω竪穴住居址

SB 18 もっとも発掘区の東から検出されたもので、床面の北辺は、弥生時代前

期のSD4溝址の上につくられ、南隅は後世の畑区画溝で削平されている。周溝は、

巾10m、深さ5俳ほどの細く、東辺と南辺には、径10師、深さ15mの小穴力丸丈つか

みとめられろ。床面には、径20剛前後、深さ10mほどの小穴が不規則にあり、中央ち

かくには、径60m、深き15mの凹みがあって、少量の土器片が出土している。

SB 26 床面の大半が、古墳時代後期のSK25士昿などによって削平され、西角

の周溝だけが検出きれている。周溝は巾30m、深き10m。周溝内とのこきれた床面に

は、少量の土器片があった。

SB 33 鎌倉時代のSD31、 32灘址と重複して、かなり掘りぬかれている。周溝

は巾15m、深き20俳で、西辺だけのこっていた。北辺は東半だけに床面の掘り方がみ

られ、南辺は不明。主柱穴は明確でなく、このあたりの径50俳、深き20伽前後の比較

的大形の小穴からは、須恵器杯、甕片などが出土している。

SB 36 SB33と同様、鎌倉時代のSD31.32溝址に床面をほりぬかれている。

また北東部では、弥生時代中期のSK35土昿とかさなっていろ。周溝は巾20m、深き

5側で、南角だけみとめられた。主柱穴は、四隅の径20剛、深き25m前後の小穴と思

われる。

SB 訟東辺は鎌倉時代のSD32により削平きれているが、全体として比較的よ

くみとめられ北。北東角はS B36、南西部はS B39と重複している。周溝は巾20m、

深さ5m。四隅の小穴のうち、径25m、深さ25mのものが主柱穴にあたろう。床面上

から、丹彩の壺胴部、 S字状の甕口縁部、深い杯部をそなえた高杯などの破片がある

他、須恵器杯、土師器甑の把手、高杯片なども混在していた。
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SB 42 南辺中央はSB41竪穴住居址、東隅はSB39竪穴住居址、北半はSB"

掘立柱建物址と重複していて、床面のほとんどが削平きれ北のか、周漢も部分的にし

かのこっいてない。周溝は巾10m~20則、深き5m。床面には径20m前後、深さ25伽

前後の小六がおおいが、主柱穴は不明。中央より西には、径30mの範囲の焼土面があ

る。弥生時代中期の壺、甕の破片、後期の壺、高杯などの破片、灰釉陶器など、各時

代の土器が出土している。

SB 48 北西側はSB四竪穴住居址とかきなっているが、それより床面がひくく

つくられている。北東隅では、 SB44、 45、 47掘立柱建物址がかきなっている。周溝

は西辺にだけ巾20剛~25m、深さ5則のものがある。主柱穴は、四隅の径55m、深さ

40伽のものであろう。床面の各所に、弥生時代後期の土器片が少量うまっていた。

SB 49 南東側のSB娼竪穴住居址により、大半が削平されている。周溝は北辺

1てだけ巾20m、深さ 5mのものがある。床面の北東側には径30m、中央より南には 1

抗X2抗、西隅に径70m'のそれぞれ表面だけがうすく赤い焼土面がある。径25m前後

の小穴が多数あるが、主柱穴は不明。床面上から、口縁部がS字状の台付甕片など多

数の土器片が出土している。

SB 50 北半だけで、他は未掘。周溝は不明、主柱穴も不明。北隅には、床面よ

り5俳ほどたかく径70俳ほどの焼土面がある。少量の士器片が出土している。

SB 51、聡発掘区のもっとも西端地あり、西半は事業地境界のため未掘。 2基

の住居址がほとんど重複している。周溝は、いずれも巾20俳~30mで一定せず、深き

は5飾前後である。床面の各所には、径20m~40飢の大小の小穴がいくつかあろが、

主柱穴は不朋。床面の西側中央忙は、径70師、厚さ2mほどの焼土面がある。少量の

土器片が出土。

SB 62 南東隅は鎌含時代のSD31溝址により削平、大半はSB64竪穴住居址に

より掘り下げられている。また南半には古墳時代後期のSB63竪穴住居址、北東側に

は平安時代以降のSB61竪穴住居址がつくられている。周溝は北辺と西辺に巾20m、

深さ5伽のものがよくみられろ。主柱穴、炉址は不明。弥生時代後期の各種の壺、甕、

高杯などの破片が出士している。壺1こは丹彩のものがある。

SB 64 西隅は削平されたのか不明。平面は全体に東西に長く、他の住居址とは
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やや異る。周溝は巾20m、深さ5mで、よく検出きれている。床面には径90剛~1.5

抗、深さ5mほどの凹みがあり、少量の土器片がうまっていた。主柱穴、炉址は不明。

各所から各種の壺、甕、高杯などの破片が出士している。また、径5棚前後の円孔が

多数あけられた甑の底部片もある。

SB 70 西辺は鎌倉時代のSD30溝址に、北端は古墳時代後期のあきい土昿文よ

り削平きれている。周溝は、巾25則、深さ5俳のものが南半だけにみとめられた。主

柱穴、炉址は不明。少量の土器片が出土している。

SB 85 床面の大半が平安時代のSB86住居址により掘り下げられ、全体の形状

は不明。南辺だけがのこり、周溝は巾20酬、深き5m。少量の士器片が出土している。

SB 91 もっとも発掘区の北端にある。床面の西辺と南辺のみがみとめられ、他

は不明。周溝は巾20m、深き5m。径30m前後、深き20mほどの小穴が床面の各所に

あるが、主柱穴は不明。床面の中央より南に径50mX60則の焼土面がある。各所から

少量の士器片が出士している。

②溝址

SD 8 発掘区の東部迄おいて、弥生時代前期のSD 1溝址と、 SD2溝址の間

の平坦部にある。巾80飾~1.2抗、深さ5m~10則の深いもの。南南西から北北東に

つづき、末端は台地縁辺部で地山面の下降により消えている。溝内には少量の士器片

が出土している。他に同時代の遺構は明確でないが、まわりから土器片が出士してい

る。

SD 17 発掘区の中央において、弥生時代前期のSD4溝址の東側にあろ。巾50

m前後、深き10mほど、北東から南西につづき、東へまがっている。住居址の周溝風

でもある。土器片が少量出土している。

4.古墳時代後期の遺構

竪穴住居址と土昿がある。いずれも、発掘区の北半において、東部と西部にまとま

つてぃる。竪穴住居址は、床面の一端にかまどをそなえ、弥生時代の・ものより比較的

ふかくっくられてぃる。土昿は、平面が不整形で、それぞれ各種の須恵器、土師器の

破片がうまっていた。弥生時代の士器の混在しているものがおおい。
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①竪穴住居址

SB 71 床面の中央には、南西から北東にかけて、弥生時代前期のSD6溝址が

つづく。竪穴住居址のなかでは、もっともおおきいが、残りとしてはよくない。かま

どは不明である。周溝も巾10俳~20俳、深き15則で、南側だけにみとめられる。床面

の北半では、径40m~50m、深き30mほどの比較的大形の小穴があるが、主柱穴は不

明。須恵器の三方透しの高杯脚部片、甕片などがある。

SB 72 S B71の北側にあり、比較的、全・体によくのこっていた。周溝は巾20m、

深さ5伽で、南東側は検出きれない。主柱穴は径25m~如m、深さ如m。かまどは北

辺中央にある。径1.1挽X80俳の範囲1て、焼土粒、炭片の混在したたかまりがあり、

この中央の45mX30mほどが5 mほど厚く焼けていろ。かまどの前には、径1.2抗X

1.5桝、深さ15俳ほどの浅い士拡があり、多量の灰がふくまれていた。北東隅には、

径70×90伽、深き30伽の小形の土拡がある。貯蔵穴であろう。床面の各所から、須恵

器の杯身、高杯、土師器の甕などの破片が出土している。

名称.SB 軸
規

東 西

(加)
(4.の

5.5

5.0

5.2

(5.0)

模

南

第2表古墳時代後期竪穴住居址の規模

SB 乃床面の南半は、弥生時代前期のSD6溝址の上にあたる。 SB72と同様、

比較的全体によくみとめられた。周礎は巾25m、深き5俳。主柱穴は径30伽、深き30

肌。かまどは他の住居址とは位置がことなり、北西側につくられている。径90mの範

囲に、焼士粒、炭などの混在した北かまりがあり、この下は、深さ20mほどの凹みと

なり、中央に径15俳、長き20則の角礫がたてられている。床面の北北西隅には、径70

mX90m、深き40mの貯蔵穴とおもわれるものがある。
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SB 63 弥生時代後期のSB62、同SB悦住居址の上につくられているが、ほと

んど床面が同一面となっていて、全体の形状は確認できなかった。弥生時代後期の住

居外にあたる西側化おいて、わづかにこのSB63の掘り方とおもわれるものがのこっ

てぃろが、周溝はっくられていない。この西側の掘り方とかまどの位置とから、住居

の北辺の長さを推測して、東西4抗ほどの小形のものとおもわれる。主柱穴も不明。

かまどは、径 1抗X I.6 加の範囲に焼土粒をふくんだナこかまりがあり、中央には径15

長き20mの角礫がたてられていた。C抗

S日部東半だけ確認きれたが、比較的残りはよい。西半は事業地境界に近く未

掘。周溝は11J25m、深き 5m前後、主柱穴は径35m~40m、深き20飾でやや浅い。か

まどは、径1抗ほどの範囲に焼土粒の散在すろたかまりで、基底面は厚さ10剛まで赤

くかたくやけている。中央1ては径15m、長き25mの角礫がたてられている。このまわ

りは、良質の黄色粘質土でおおわれていろが、中央の支石のまわりは、空間となって

いた。基底面と黄色粘質土との間には、黒褐色土がつまうていた。

かまどとは反対側の床面の南東隅には、径60mX75m、深き30mの平面方形の貯蔵

穴とおもわれるものがあり、なかに須恵器の杯、高杯などの破片がうまっていた。

SB 釘 SB79と同様、東半だけが確認.きれたが、東辺は奈良時代のSB86住居

址およぴ後世の昿によって掘りぬかれている。南辺もSB79によって削平きれ、全体

の形状は不明。周溝は巾25伽、深さ10m。主柱穴、かまどとも不明。床面上には、土

師器甕、高杯など完型のものが横転していた。

②土拡

SK 25 弥生時代前期のSD5溝址、同SD6溝址の間の平坦部の中央にあるが、

平面がきわめて不整形な凹みである。径2解X2.5抗、深さ40mほどのもので、須恵器

杯、鵬、甕などの破片が多量にうまっていた。

SK 57 発掘区の西部で、 SB56掘立柱建物に接したもの。径2.5抗X4抗、深さ

20俳のあさいが大きいもの。検出当初、住居址ともおもわれたが、東西に長い、平面

不整形のものである。須恵器杯、高杯、甕、土師器甕などの破片が多量にうまってい

た。

SK 68 同時代のSB71住居址の北西側にある。径2.2肌X2.7抗、深き30飾の平
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面が円形にちかいもの、底面はひろく平坦である。須恵器杯、甕、土師器甕などが出

土している。

5.奈良時代の遺構

竪穴住居址およぴ掘立柱建物址がある。これらは、発掘区の中央部にお粘くみられ

る。竪穴住居址は平面が10π前後の小形のもので、掘り方もあきい。床面の一方にか

まどをそなえているが、古墳時代後期のもののような支石をともなわない。掘立柱建

物址のうち、 2間四方、 3間四方の倉庫風のものは、発掘区中央部でも南に船粘い。北

部のものは柱穴の掘り方も小規模である。

①竪穴住居址

SB 24 弥生時代前期のSD5溝址とSD6溝址の間にあろ。古墳時代後期のS

K25士昿の上につくられ、全体の形状は検出できず、床面の北東隅と、かまど址だけ

である。かまどは炭まじりの黄色士で、 80mxl.0加ほどの範囲が赤く焼けていた。

主柱穴は不明。遺物も皆無にちかく、わずかに須恵器片が出土してぃる。

SB 58 この時代のものの中では、もっとも大形で、しかも他のものとはことな

り南北にながい。東辺は鎌倉時代のSD60溝址により、また北隅は一部、後世の掘り

込みで削平きれていろ。全体によく検出きれてぃる。周溝は巾15m、深き3mで、浅

く細い。かまどは北辺中央にあり、径80伽の範囲1と焼士粒がみられた。小六はいくっ

かあるが、主柱穴は不明。土師器の長甕の破片一個体分が出土してぃる。

名称.SB
規

軸
東 西

(打ι)
(3.5)

3.2

模

南北
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SB 引床面の西半は弥生時代後期のSB62竪穴住居址の上にっくられ、東半は

鎌倉時代のSD30、 31溝址により削平きれるなど、全体の形状は不明。かまどと、北

辺の一部とがのこってぃろだけ。周溝は巾15m、深さ3mで浅く細い。かまどは北辺

にあり、径50mX70mの範囲が赤く焼けている。主柱穴は不明。

SB 79 南隅が後世の掘り込みにより一部削平されていろだけで、全体によく検

出されてぃる。周溝は巾20m、深さ3伽。主柱穴は四隅の径30m前後、深さ20俳ほど

のものとおもわれる。かまどは径70mX80mほどの範囲が10mほどがたかまり、中央

部の径20俳、厚さ5mほどがよく焼けている。床面上には比較的多くの須恵器'高口

付杯、士師器・甕などがある。

SB 82 平面が方形の小形のもので、発掘区でも北にある。かまどにあたる個所

が、鎌倉時代のSD60溝址の延長部分に削平きれ不明。周溝は巾20m、深き5mのも

のが西辺光だけみとめられ、他はみられなかっ九。小穴がいくっかあろが、主柱八と

しては不明。

SB 86 この時代の竪穴住居址としてはもっとも北に検出されたもの。北側は後

世の掘り込みにより削平され、全体の形状は不明だが、 SB82竪穴住居址と同様、平

面方形にちかいものであろう。周構はみとめられず、主柱穴、かまど址ともに不明0

北東外側化は、屋外かまど址であろうか、径1伽ほどの範囲の焼土面が、南北に接し

て2ケ所ある。床面上では、少量の土師器片が出土している。

②掘立柱建物址

SB 22 検出きれた掘立柱建物址のうちでは、もうとも東にある。南隅は弥生時

代前期のSD4溝址と重複している。 2聞四方のもので、中央には床束がある。柱穴

掘り方は方50m、深さ50伽前後である。掘り方内には、弥生時代後期、古墳時代後期

奈良時代など各時代の土器片がうまっており、周囲の小穴内にもそうした土器片が多

く出土している。

SB 27 発掘区の南側で、弥生時代前期のSD5溝址の上にっくられていろ。 3

間四方のもので、床東をもっ。柱穴掘り方は方60師、深さ45伽前後で検出きれた掘立

柱建物址のなかでも、もうともよく整っている。柱穴掘り方内には、弥生時代前期以

降の各時代の土器片がうまっていた。建物の形状からこの時代のものとした。
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SB 28 SB27掘立柱建物址の西側の2間X4間の身舎だけの東西棟。弥生時代

前期のSD6溝址の上にっくられ、柱穴の一部は鎌倉時代のSD29溝址などにより削

平きれている。柱穴掘り方は方50m前後、深さ25伽前後で浅い。掘り方内1こは、弥生

時代後期、古墳時代後の各種の士器片をはじめ、須恵器、灰釉陶器が埋まってぃた。

名称・SB

16

規 漠
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第4表掘立柱建物址の規模

SB 44 発掘区の西寄りで、北東側ではSB45掘立柱建物址と重複してぃろ。 3

問四方の倉庫風のもので、床東をもっ。柱穴掘り方は方50m前後、深き40m前後。掘

り方内には、弥生時代中期、同後期の土器片、須恵器片がうまってぃた。

SB 45 南側がSB44掘立柱建物址、北隅はSB47掘立柱建物址と重複している。

3間四方のもので床束をもっ。柱穴掘り方は方40則前後、深さ30m前後、掘り方内に

は、弥生時代後期、古墳時代後期の各種の土器片がうまってぃた。

SB 47 東半がSB45掘立柱建物址と重複している。 3間四方のものであるが、

SB妬と同様、比較的南北にながく、南北棟と船もわれる。柱穴掘り方は径50伽前後、

深さ30師前後、柱通りはわるく、北側柱列は、鎌倉時代のSD32溝址によりかなり削
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SB 56 北半が事業地境界のため未掘で全体の形状は不明。2問X4間以上の南北

棟。柱穴は径50m前後、深さ35俳前後。この掘立柱建物址の周囲にも、径50剤前後の
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小穴が多く数検出きれていて、なお数棟のものがかんがえられるが、建物としてまと

まらない。

SB 59 発掘区の西部の中央において、 SB58、 62竪穴住居址と重複している。

2間X3間の北東一南西棟。柱穴掘り方は径30伽~50m、深き20則~30mで、柱通りは

わるい。建物址と推定したが、明確でない。

SB 飴 2間四面の倉庫風のもので、床束をもっ。柱穴掘り方は径40伽前後、深

き20飾前後。

SB 69 SB66掘立柱建物址の南側にある。2間X3閥の南北棟。柱穴掘り方は径

30伽~45肌、深さ30m1前後で、柱通りとも不揃いである。

SB 78 2間X3間の北東一南西棟。柱穴掘り方は径30甜1前後、深さ35m前後で細

いものが多い。

SB 89 発掘区のもっとも北1こある。北隅が弥生時代後期のSB91竪穴住居址牝

重複し、北東隅の柱穴は鎌倉時代のSD30溝址の北端により削平きれている。2閻X3

間の北西一南東棟。柱穴掘り方は径30m前後で、 SB78掘立柱建物址と同様、比鞍的

細い。また北側柱列は、柱通りも不揃い。

6.鎌倉時代の遺構

発掘区の全域から、山茶椀、常滑焼の郵片などが多量に出土しているが、遺構等と

しては、大小の泌址を主とする。溝址は北部、中部に粘いて、北から南へ、または西

から東へ直線的にっづくものがお粘い。遺物としては、この時代のものに限定されず、

弥生時代前期以降、各時代のものが混在している。埋土は砂質の茶褐色土がおおい。

①溝址

SD 15 弥生時代前期のSD 4溝址の南端寄りから、同SD3溝址を掘りぬいて、

事業地外へとっづいている。巾70m前後、深き20m前後の断面逆台形のもの。

SD 29 弥生時代前期のSD6溝址の南端寄りから、同S D5溝址の南端を掘り

ぬいて東端はきぇる。巾は80俳前後、深き20伽ほどで、 SD15溝址と同様のもの。南

西側1祝にも、同様のものが南北につづいている。

SD 30 発掘区の北部中央から南部にっづくもの。北側では、弥生時代中期のS
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X75方形周溝址の西側を掘りぬき、北端は西壁だけが段状忙のこり、東壁はみとめら

れない。南端は弥生時代前期のSD6溝址の南端寄りできぇる。巾2解前後、深さ40

伽前後で、この時代ではもっとも広い。溝底の高きは一様でなく、溝全体からみて中

央では深き20師と浅くなるが、北から南へとわずかに傾斜している。

SD 31 SD30溝址の西側に沿って北から南詫つづく。北端に霜けろ、 SD30溝

址との切り合いでは、 SD30溝址がうまってから、このSD31溝址がっくられてぃた

ことがみとめられる。巾80m前後、深き30m前後。

SD 32 発掘区の西端から東へつづき、 7 字状に南にまがっている。西半では、

泌址の中心暹E雌で2.8机~3.4沸ほど北1てS D蘭溝址、南半では同じく 2.5 柳前後ほど

東にSD31溝址がつづくなど、古道の側溝をおもわせるものである。巾は70剛前後、

深さ30m前後。

SD 59 SD31溝址の西側へ溝の中心促E離で3勿はなれて、南北にっづく。南半

では弥生時代後期のSB62、 64竪穴住居址の埋士上1てつくられ、北端では同じくSB

91竪穴住居址とかさなっていろ。巾80m前後、深き20m前後であきい。

SD 65 SD32溝址の北側に沿って、東西迄つづく。東端はSD31溝址まで2桝

の個所でとまっている。巾90m前後、深き30m前後で、壁面は鋭く掘りこまれている。

②土拡

SK 23 径2.8加X3.0形、深さ30m。平面が不整形ながらも方形にちかい。北辺

中央地径60mX75俳、高き10mほどのかまど址状のものもあって、建物址とかんがえ

られる。拡内から、山茶椀、山皿片が多く出土している。

(小玉道明)
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フ.小結

永井遺跡を特徴づけるもののーつとして、弥生時代前期につくられ九6条の溝があ

る。これは、遺跡のある台地上を平行して弧状に掘られたものである。しかも、それ

は弧の中心を台地でも高い所に置かず、低い尖端部にとっていろ。これは、同じ台地
{1}

の北方江ある生桑町・大谷遺跡の同時期の溝址と全く同じものでもあろ。漢内1ては多

量の士.器などが埋まっていて、その形態の差からは同じ前期でも台地東端のSD 1泌

址のものがもっとも古く、"順次、台地の高い部分にあたるSD 6溝址へと、新しくな

つてぃることがみとめられる。とくにSD6溝址では、次期の弥生時代中期の士器も

かなり混在していて、その時期においても全く埋まりきっていなかっ北ことが知られ

るものである。

弥生時代中期としては、 2基の方形周満址が注目される。そのうちSX74方形周溝

は大半が後世の開田によ。て削平きれているが、 SX75方形周溝は、一辺20抗という

かなり規模の大きいものである。盛土および埋葬主体ともすでに削平きれたのか、認

められていない。またこの時期の遺構とし北ものに、平面が弧状をなす多数の土拡が

ある。そのうちのSK34,舗,54土拡から少量ではあるがこの時期の土器片が出土し

ているが、他の大半のものには遺物も埋まっていなかった。形状からこの時期のもの

としたわけである。こうしたものは、鈴鹿市・東庄内B遺跡1こおいても、多数検出さ
②

れている。

弥生時代後期としては、19基の竪穴住居址がある。同時期のもの、他の時期のもの

との重複がひどく、全体の形状の明らかになったものは少ないが、平面方形のもので、

竪穴の平面積が25河前後のものであろ。しかし、竪穴としての掘り下げも浅く、また、

柱穴の配置、炉址など朋確なものは少なく、大谷遺跡、西ケ広遺跡等の規格性の強い
(3)

ものとは対象的である。

これに対し、古墳時代後期の竪穴住居址はかなり規格性に富んでいる。 6基が確認

されていろが、 SB72,73,器竪穴住居では、床面の四隅に主柱穴を配置し、一方に

かまど、一隅に貯蔵穴がつくられている。しかも、かまどには、小形のSB63竪穴住

居もそうであろが、細長い支石を埋めこんでいて、きわめて共通している。また竪穴

としての掘りこみも、弥生時代後期のものに比べ平面積24拡前後で大差はないが、深
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くなっている。建物の方向としては、まちまちである。

奈良時代では、竪穴住居址と掘立柱建物址がある。竪穴住居では、同時代前後の東
④

員町・西山遺跡、伺・新野遺跡、四日市市・智積遺跡などで検出きれえものと同畿、

平面積10が前後と小形で、しかも柱穴の配置にまとまりがない。かまどは、それぞれ

床面の隅につくられていろ。掘立柱建物址は、Ⅱ棟が検出されている。しかし、時期

はきめがたく、一応この時代のものとしたが、 SB66,69,78,89建物は、柱穴も小

さく、柱通りも悪く、形状が東員町・新野遺跡C地区のものと類似していて、平安時

代牝建てられたものとも思われろ。平安時代、鎌倉時代とも遺物はかなり出土してい

るが、遺構は朋らかでない。ただ発掘区を縦横断すろように2条一組のあまり大きく

ない溝址があって、小路の側溝を思わせろものが注目される。

註

小玉道明ら「大谷遺跡発掘調査報告一A. B地区」四凹市市教育委員会 1966

日本道路公団名古屋支社・三重県教育委員会 r東名阪道路埋蔵文化財発掘調査報告』

小玉道明「西ケ広遺跡発掘調査報告一D地区」四日市市教育委員会 1972

小玉道明「新野遺跡発掘調査報告一C地区」三揖県教育委員会 1972
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出土した遣物は、弥生時代前期から鎌倉、室町時代までの各時代の土器を主として、

石製昂.、土製品などがある。完型のものは少なく、ほとんどが破片である。とくに士

器は遺存状態も悪く、器表が全く剥籬し、脆弱になっているものが多い。

これらのうち、弥生時代前期、同中期のものは、それぞれの時代の遺構内に埋まっ

てぃたものが多いが、他の時代のものは、発掘区の各所において、それぞれ混在して

埋まうていたものがほとんどである。

1.石器,石製品,土製品(図版19,2の

石鉄、石剣、石斧、石包丁、石匙、不定形刃器、と石、土錘、紡錘車、羽口など各

種のものがある。石器の大半は、弥生時代前期の各溝址から出土している。しかしそ

の他は遺構の外において出士したものもあり、時期のきめがたいものも多い。

①石鉄G-H)

長さ3m以下の小形の打製石鉄で、Ⅱ個出土している。無柄のもので、凹基、平基、

円基の各種がある。2、 8では剥離面をのこしているが、他は全面に調整きれている。

石材は黒雲母安山岩が大部分をしめろ。

②石剣(3の

磨製のもので、尖端が欠けていて現長は12m、最大巾は3m。中央K稜を示し断面

菱形で鋭い。石材は黒色頁岩。

③石斧

太型蛤刃石斧 a2-17)完形のものはなく折損したものぱかりである。断面は楕円

形で全面がこまかく敲打調整され、刃部だけが轡かれていろ。15が石英斑岩で、その

他は閃緑粉岩。

肩平石斧(18-21.32.34-39)刃部が肩平片刃石斧のように稜を示さないもの。

長き10剛以上の大形のもの a8-2D 、 8m~9伽の中形のもの(32.34.38.39)、 5

m以下の小形のもの(35-37)に大別される。 38.39は全面打製であるが、他は、半

磨製のもの。 18は閃緑粉岩、 19は硬砂岩で黒雲母を多く含む。 20は緑色片岩、 21は黒

Ⅳ遺 物
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色頁岩、 32.34-39は閃緑玲岩製。

扇平片刃石斧(33)刃部が朋瞭に稜をなしてっけられているもの。全面磨製である。

閃緑玲岩製。

柱状片刃石斧(3D 長さ13.5俳、厚き3mの断面が方形地近い磨製のもの。渕緑粉

岩製。

種別

遺構

S D I

S D 2

S D 3

S D 4

S D 5

1.2.4.6
フ.8.10.Ⅱ

SD 6

15

S X74

14.21

S X75

34

SB認

22.23.46

18

妬

SB帽

19.32

嗣その他

13.17.33

5

第5表遺構別出土石器、土製晶等

④石包丁(27、 28)

打製の大形のもので、両端には紐掛のえぐりをっけている。 27は長さ10俳、巾 9.5

俳、 28は長き18伽、巾9m。刃部をはじめ縁部は調整されているが、他は剥離面をの

こす。 2個とも黒色頁岩製。風化した表面1こは石英の斑点がみられる。

⑤石匙(48)

1点だけ出土。刃部だけ調製され、他は剥籬面のまま。サヌカイト製。

⑥不定形刃器(22-26、 43-47)

断面が肩平の横長のものである。母岩およびその剥雌面を広くのこし、縁部だけあ

らく細製したものが多い。砂岩あるいは頁岩製。

なお40、 41は刃器でなく石錘状のものであろが明らかでない。40は緑色片岩、 41は

閃緑粉岩。また42は(緑色片岩)、 49 (閃緑紛岩)も不定形のもの。それぞれ縁部が

-22

37.42.47
50.65.66

20.36

3

24.44
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43.娼

57
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16.31
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調製されろ。

⑦独鈷石(29)

半分のもので、全長が約18mほどのものと思われる。石英斑岩製。

⑧石錘型石製品(5の

7mX7.5m厚さ4.5師ほどのもの。中央部化は凹みがめぐり、さらに四方が径2.5m

ほど凹んでいる。石英斑れい岩製。

⑨と石(5D

6mX8.5伽、厚き2,5ほどの小形のもの。 2面がよく摩滅している。砂岩製。

⑩士錘(52-60)

円孔を貫通させたもの(52-58)と、凹線をめぐらした(6のとがある。円孔をう

がったもののうちとく1て脇.54は胎士にあらい砂粒を多くふくんでいて、弥生時代前

期の土器の胎土とよく似ている。60の胎士も同様であろ。他のものは胎土もこまかく

砂粒をほとんどふくまない。

⑪紡錘車(63-64)

63は土製のもので、径4m.、厚さ7剛前後。中央の孔は径6柳。 64は泥岩製で径3.3m、

厚さ3棚。風化がはげしい。

⑫円板形土製品(62)

土器片を円形に仕上げたもの。径4.5mX5俳、厚きlmほどで、わずかに轡曲して

いる。胎士には粗い砂粒をふくんだ弥生時代前期の士器片である。

⑬投弾型土製品(6D

径2.5m、長き4.7伽の小形のもの。胎土には砂粒を多くふくんでいる。

⑭羽口(65)

径6俳ほどのものの断片、孔は径2m。なお、発掘区の数ケ所から鉄津も出土して

いる。ある時期に野鍛冶の行なわれていたことがわかる。

⑮滑石製勾玉(聞)

長き3.8帥、厚き4棚の肩平なもの。整形はあまりょくない。

(森逸郎)

32



2,弥生時代前期の土器

SD1濤址~SD6溝址を中心とし遺跡の各所で、前期土器が認められ、出土遺物

中の約6割を占める。壺形土器の色調は黄褐色、茶褐色、黒褐色及び赤褐色等種々あ

るが、黄褐色のものがほとんどであり、胎土中に多くの砂粒を含み、器内外面をへラ

磨きしている。しかし、脆弱な為に剥離していろものも多い。甕形士器は壺形土器同

様各色調のものがある。器面は細い、あるいは太い刷毛目で仕上げるもの、刷毛目を

持たないもの等があり、これにSD3溝址及ぴSD5溝址に於いては条痕文系の深鉢

形土器が極く少量伴出している。

大部分は壺形土器、甕形士器であるが、高杯形土器、鉢形士器、蓋形士器等が少量

検出きれた。又、 SD2溝址からは大洞系の鉢形士器が出士していろ。

① SD 1溝址出士士器(図版21-23.28)

壺形土器 a01~124、図版28; 1-1D 口縁部はあまり開かないものと大きく広が

るものがあり、内外面はへラ磨きを施し滑らかに仕上げている。口径は15飾~20mの

ものがほとんどであろが、中には40m以上のものもある a23)。口唇部はほとんど

無文であるが、沈線を 1条施すものもある(117) 0

口頸区分文様は口縁部側を高くした段を有するもの aoD 、上下を巾広く削り出し

凸帯としたもの(102)、同様の削り出し凸帯中に 1条の沈線を有するもの a05.106)

上下をわずかに削り出し、凸帯としたもの(図版28;2)、同様の凸帯中に1条 a04)、

又は3条 a07)の沈線を有するもの等がある。ヘラ描き沈線を施すものの中には口縁

部の広がりが小さく、 2条の沈線を有するもの(H3)、その沈線聞牝刺突竹管文を施

すもの a09)等がある。数条のへラ描き沈線の上端と下端を削り取り凸帯状にした

ものもある(103.108)。 103、 106のように紐孔を1孔有するものもあろが破片の為、

対孔があるのか、否かは不明。これらの士器は佐原真氏の分類忙よれぱ「中」段階に

属する。これらの士器とは別に「新」段階に属すろ壺形土器もある。口縁部が大きく

広がり、頸部に2条(112)、 3条(H4)、又は 4条(Π6)のへラ描き沈線を有する

もの、無文のものもある(110)。前記した117も「新」段階のものであり、赤褐色を

呈すろ。貼b付け凸帯を有するものも多く、 118のように断面三角形の凸帯を貼り付

け、体外面に丹彩したもの、凸帯上にへラ先きにより刻目を付けるもの(121.122) 、
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大きく削り取り乳首状貼り付け突帯としたもの(120)、大きな圧痕を有し(119)、

畿内中心部に多い布目痕を残すものもある。これらの貼り付け凸帯を有するものの中

には凸帯を貼り付けろ位置に接着を良くする為沈線を施したものもある。

赤褐色を呈した土器の中には1器のような小さな貼り付けを行ったものや、図版28;

3のように摘み上げたようなものがある。いずれも大型の壺形土器である。「中」段

階と同様、紐孔を有すろものもある(H8.119.12D が、形態の明瞭なものはすべて1

孔を穿つのみで相対する位置にはない。

頸胴区分文様は削り出し凸帯、ヘラ描き沈線、貼り付け凸帯等口頸区分文様と同様

に飾る。大きな圧痕をもっ貼り付け凸帯の下方忙、半載竹管により弧文を描くもの

(図版28;Ⅱ)もある。又形態は小破片の為不明であるが、中心線を描く木葉文を有

するものである(同;9)。

壺用蓋形土器(136-142)径10~}5mの土器で、 A;皿形に近い肩平なもの(136・

137)、 B;やや持ち上げ笠形を呈すろもの(140.14D 、 C;中央部のみ若干高くし摘

み状にしたもの a38)、 D;図示しなかったが紐が、中凹みの環口状を呈するものが

あろ。紐孔のわかるものはすべて中央に一孔を穿っており、周縁に穿っ北確実な例は

ない。 142は無孔のものか、周縁迄穿つのか不明。内外面をていねい池へラ磨きした

ものが多く、砂粒をほとんど含まない精製士である。

高杯形土器 G34)県内に於ける前期の高杯形土器出土例は現在のところなく、本

遺跡に於いても、ただ一例のみである。わずかに開く脚部に、直口の鉢状を呈する杯

部を付した土器で、杯内外面及び脚部をへラ磨きしていろ。赤褐色を呈し、非常に光

沢があり他の士器とは異なる。高杯形士器なろが故にだろうか。
①

同様の形態のものは唐古遣跡から出土しているが、貝殻山貝塚出士のものとは若千
②

形態を異にしている。

鉢形土器 a35)口径が器高を上まわる土器である。口径13師弱の小型の鉢で茶褐

色を呈し、やや歪なつくりであろ。この他にSD4出士の206に類似したものもある。

ミニチュアの土器(126-133)小形の土器を一括し、ミニチュアの土器とした。壺

a26-128.13D、甕 a部)、鉢(129.13Φがある。壺形のものは小形ながらよくそ

の特徴を示し、126は口頸部に1条、頸胴部に3条のへラ描き沈線を施す。他のものに
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比べると、やや大きい土器で用途の違いを考えろべきかも知れない口頸部と胴下半

の対称する位置に黒斑が認められる。 127はやや丈高な土器で、口頸部、頸胴邦とも

に2条の沈線を施し、口縁下の片側に1孔紐孔を穿っ内外面ともに丹彩が籾められ

る0131は2条ずっの沈線を、 128は口頸部を無文とすろが頸胴部は1条の沈線で飾る。
1諦はその形態から甕形と老えられる。

鉢形のものは2種の形態があり、129は口縁下で若干細くなり、ここに 1孔ずっ相対

する位置に紐孔を持っ。 130は単純に広がるものである。これらのミニチュアの士器

は、巾のせまい粘土箒を積み上け'た後、手指にて接着してぃるものと、最初から手づ

くねにょるものとがある。用途にっいては明らかでないが、 127の丹彩等から祭杞用

とも考えられる。溝址中央部から比較的まとまって出士レてぃる。

甕用蓋形土器 a43)上げ底風の鉛に、大きく広がる貝縁部を有する士器で、推定

口径20俳前後であろう。器外面が火によるものか剥離が激しい他に平底状のものも
ある。

甕形土器 a"-168、図版2& 12-24)ゆるく外反する口縁部に、直線状あるいは

ややふくらむ胴部を有する土器である。体外面は刷毛目で斜位又は縦位牝調整するも

のが多いが、持たないものもある。口径10~35俳を計り、口縁端はやや大きい刻目を

もっもの、ヘラを押しっけただけのもの、全く無文のものがある。刻目をもっものの

中牝は4~5本の細い線を有するものが少数認められるが、刻目を施す際の工具の痕
④

跡と考えられる。又、口縁下端にへラ状工具を押しっけ波状を呈するもの(167)も
ある。

頸部の文様には段を有するもの a45.図版28;12)、.、ヘラ描き沈線を1条 a47.151

152.同28;14) 2条 a53-159.同28;15.16.19)、 3条 a60-162.同28;17.2Φ、

4条 a給一165・同28;18.2D 施すものがある。無文のものもある。

図版28;13は口縁部と頸部の接着面をそのまま残し、丸味をもっ段にしてぃる。又

3条の沈線間忙刺突竹管文を有するものも認められる a60)。半載竹管によ"帯の

a59)、あるいは2帯 a63-165.同2&18.2D 沈線を描くものがあろが、これらのほ

とんどは口縁部を肥厚きせ、直角近くに折りまげた端部には細い刻目を有してぃろ。

赤褐色を呈する特徴的な土器である。
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これらの甕形土器とはやや形態を異にする土器が少量あろ。口縁部外端に凸帯を貼

り付けた逆L字形を呈し、口縁端には刻目を有するが、頸部はすべて無文である。ロ

縁上面は刷毛目で仕上げている a66.同28;23.24)。

底部片の中には焼成後、一孔を穿ったもの a68)が認められろ。

甕形土器にも壺形土器同様、古い要素をもつものがあるが、その区別は困難であり

羅列だけに留めておく 0

住) SD2溝址出土土器(図版24,同29;1-15)

壺形土器 a69-175.図版29;1-9) SD1出士土器と同様、口縁の広がりが小さい

ものと大きいものがある。口頸区分文様として巾広く削り出しぇ凸帯上に2条の沈線

をもっものへラ描き沈線を 1条(17Φ、又は3条 G7D もつもの等、古い要素を示

す土器と 1条(173)あるいは2条(図版29;フ)の貼り付け凸帯を有するもの、口縁

端に連続刻目を有し、赤褐色を呈すろ新しい要素を示す土器がある。

頸胴区分文様1こは、削り出し凸帯上裟沈線を2条施すもの a75)、上方のみ巾広く

削り出したもの(同29;3)、ヘラ描き沈線の上端(同29;5)又は上下端を削り取り凸帯

状にしたもの、ヘラ描き沈線を2~4条施すものa74.同29;4)、刻目を有する貼り付け

凸帯を 1条(同29; 6)又は2条有すろもの等口頚区分文様と同様である。ヘラ描き沈

線間に棒状刺突文を加えるものもある(同29;9)。 175は底部に焼成後、一孔を穿っ

てぃろ、これらの士器はSD 1溝址出土のものと同様、「中」段階に属するものと

「新」段階地属するものがあろ。

壺用蓋形土器 a7フ.178) 177は口縁部径13.9伽、器高3.7卿を計り、中央部を全体

的に持ち上げ笠形にした完形1こ近い土器である。黄糧色を呈するが調整については剥

落が激しく不明。中央に1孔を有する。178は器内外面をへラでよく磨き、中央に1孔

を穿つ笠形のものであろ。

ミニチュアの土器(1聞)直線状1こ開く鉢形のもの a器)で口縁近辺を薄く仕上げ

てぃる。体内面は全面に丹彩を施し、体外面はへラで丁寧に磨いている。

甕形土器 a80-187.同29;10-15) SD1溝址のものと同様、口縁端1こ刻目をもつ

ものと、もたないもの、頸部にへラ描き沈線を1~4条施すもの、半載竹管で飾るもの

等がある。
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180は全形がわかろ土器で小さく外反する口縁部に、ややふくらみのある胴部を有

する。体外面は剥齢が激しく小砂が器表1こ突出し黄糧色を呈する。 SD 1溝址には見

られなかったものとして、頸部の上下端を削り、細い凸帯としたもの(同29;12)があ

る。ヘ・ラ描き沈線聞に刺突文をもっもの(同29;10.1D もある。 187は沈線3条である

が、 2条目を重複きせた半載竹管で施文してぃる。

鉢形土器 a76)他の士器とは胎土、色調、文様等を全く異にすろ大洞N類似の士

器である。口径25.5俳、推定高21mを計り、器壁は7脚前後で頸部~底部にかけ殆ん

ど同じ厚きである。胎土中には小砂を含み、内外面ともに灰黒色をなし、外面は丹彩

を施している。文様は彫刻的に深く施きれ、口縁内面には、断続する2本の沈線を弧

状忙っなぎ隅円長方形文とし、口縁端内外面より棒状工具を押しっけ波状忙してぃる。

外面の文様は胴上半.と下半を5条の沈線で画し、上半には頸部近辺に2条の沈線を巡

らしその間を途中で切れる渦巻状沈線文を1条づっ描き、それを2個1単位として4箇

所に配する。渦巻状沈線文の閻は沈線を山形迄描き、胴中央の沈線に続けるらしいが

欠失しており不明。

胴下半は横位又は斜位に沈線で羽状に描き、その閲を数条の沈線で埋める。これら

を一単位と・し胴上半の渦巻状線と相応きせてぃらしい。

底部近辺の沈線は周回せず、数力所(恐らく上半の文様と相応きせてぃるのであろ

う)で切れている。

同様の土器は県内地出土例がないが、九合洞窟、西志賀遺跡、元屋敷遺跡、馬見塚

遺跡、二反地貝塚で検出きれている。

③ SD3溝、址出土土器(図版25)

壺形士器(189-191.198.図版25;1-3)この溝址から出土した壺形土器は口縁部

が大きく開き、胴部もふくらみの大きい馬球形を呈するものが多い。 189は口縁部か

ら頸部にかけ・、刷毛目で調整後、圧痕をもっ凸帯を 1条貼り付け、それ北接し5条の

ヘラ描き沈線を描いている,。口縁内面には断面三角形の凸帯を 1条貼り付けるが、 1
、伍)

周せず一方をあけ、渦状北おさめてぃる。内面上部はへラ磨きがよくなきれてぃろ。

190は189とともに溝址南端の最下部から検出されたものであろ。赤褐色を星し、胴

部最大径の位置に刻目を有する凸帯を1条貼り付け、その上下にへラ描き沈線を描き、
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上方の沈線3条目と4条目の間には斜位又は縦位に沈線を入れ、巾広い文様帯にして

いる。

191も同様の土器で胴部最大径位置に刻目を有する貼り付け凸帯を1条付し、その上

方には4条の沈線を描く。

甕形土器(1船一197)個体数は少ないが口縁部に刻目を持っものは一点しかなく、

他は無刻である。頸部も無文のものが多いが1条の沈線を有するものa95・196)もあ

る。 197は口縁部を直角近く忙曲げ内外面をへラ磨きし他の甕形土器とは趣きをやや

異にする大形のものである。口縁曲折部より上平坦面にかけ1孔と頸部に1孔を穿ち

1対とした紐孔を有する。

深鉢形土器 a92,図版25;4)条痕文系の士器で口縁部から頸部にかけ、やや器壁を

厚くし、ゆるやか忙外反する、二点同様のものが認められるがいずれも貝殻腹縁によ

り、口縁近辺は水平1こ近く、頸部以'ドは斜位に荒い条痕文を描く。

口縁端面は押引文を施すもの a92)と丸味を帯びたもの(同25;4)とがあろ。色調

は赤褐色をなす。

④ SD 4溝址出士土器(図版26,同29;16-24)

壺形土器 a99-204.同29;16-2の S D3溝址のものと同様、口縁部を大きく広げ、

胴部は1~2条の貼り付け凸帯と数条のへラ描き沈線を組み合せ巾広い文様帯を形成す

るものが多い。

199は頸部に6条のへラ描き沈線を施した後に上下端を浅く削り取り、凸帯状にして

いる。口縁を大きく広げ水平近くに曲げる。

半載竹管により2帯沈線を施すもの(200)もある。 201は口縁部を肥厚きせ、内面に

3条の凹線をもっ赤褐色の土器で、口縁端上方より大きな圧痕文をっけ波形忙してい

る。 190又は202の如き胴部を有するのであろう。 202は201同様、赤褐色を呈し肩球形

の器体を有する大形の土器で胴部に3条の沈線を描きその上端を削り取り、段とし、

内外面をへラ磨きしている。

鉢形土器(206.同29;24)器高に対し口縁部の方が大きく、口縁を外方に広げた土

器である。 206は内外面ともに研磨した口径の大きいものである。瘤状把手を持っも

の(同29;24)もある。
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甕形土器(207-219・同29;21-24)口縁端に刻目を有するものと有しないものが

あり、頸部には沈線を1条施すもの(2四.210)、 2条のもの(2H.同29;2D、 3条のも

の(212-214.同29;22)等がある。 3条の沈線を頸部に2帯施し、その間を平行斜線

文で飾るもの(同29; 23)や体内面に指頭圧痕をもっもの(208)もある。底部の中に

は焼成後1孔を穿っもの(219)もある。

205は立ち上がりにより甕形士器の底部としたが、蓋形土器とも考えられる。上げ

底状の底部忙1孔ずっ相対する位置に小孔を穿ち、凹線状の沈線を底部近くに5条施

している。

⑤ SD5溝址出土土器(図版27;220-228,同30;1-14)

壷形土器(図版27;220-223.同30;1-9)口頸区分文様としては上下を巾広く断面

三角状に削り取り、一見貼り付け凸帯風にしたもの(220)、細い刷毛目で調整後、 3条

のへラ描き沈線を施すもの(22D、 9条以上の沈線を施し、巾広い文様帯を構成すろも

の(図版30;3)、貼り付け凸帯を1条又は2条(同30;6)施すもの等がある。頸胴区分文

様には、黒褐色を呈し内外面ともにへラ研磨した器体に2条の沈線を描くもの(同30;D

多条沈線で飾ろもの(同30;4.5)、貼り付け凸帯をもっもの等がある。貼り付け凸帯を

もっものの中には、接着をよくする為1条の沈線を描いた後に凸帯を貼り付けるもの

(同30;フ)がある。

ミニチュアの土器(224-226)口径8m、高き5.2mのもの(225)と、口径6.2閉高さ

3・1m(226)の斜に開く土器で口縁端は丸味をもっ。淡黄色を呈する。

甕形土器(227・ 2器・図版30;10-12)わずかに外反する口縁部に胴張りの強い無

文のもの(227)、赤褐色を呈する特徴的な土器で、口縁部が肥厚し端面1こは細い刻目

を有する半載竹管施文のもの(228)、 1条の沈線をもっもの(図版30;10)がある。

この他に、条痕を斜位1て描く深鉢形の士器(同30; 11-12)、 SD2溝址出土の鉢形

士器と類似すろ文様をもっ小破片があろ(同30;13-14)。

⑥ SD6溝址出土士器(図版27;229-232,同30;15-3の

壺形土器(229-233・図版30;15-25.3のほぽ全形がわかる231は若干張る胴弗に

轡曲しながら細長い頸部をっけ、水平近くに広がろ口縁部をもっ士器で口頸部界、頸

胴部界、胴部1て断面三角状のへラ描き沈線をそれぞれ13条、 9条、13条施す。全面に
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ヘラ客きを行っているが沈線近辺では一部、刷毛目が残る。黄褐色を呈し焼成は良好

である。

削り出し凸帯をもっものもある(229.230,図版30;16.24)。 229 は巾広く削り出

し、凸帯上に3条の沈線を施す。 230はへラ描き沈線の上、下端を削り取り、凸帯とし

てぃる。231同様黄褐色を呈すろ焼成良好な土器である。

ヘラ描き沈線を1条(232)あるいは2条(同30; 15)もつものもあろ。

貼り付け凸帯をもっものの中には間隔を置いて2帯付するもの(同30;25)や沈線巴

組み合せたもの(同30;2D もあろ。又、胴部片の中に半載竹管により波状文を描くも

のがあろ(同30;3の。

甕形土器(234-239.同30;27-29)すべて口縁端1こ刻目を有し、口縁下から胴部

に至る全面を斜位又は縦位の刷毛目で調整し、頸部北3条の沈線を施すもの(234~2

36)や半載竹管で2帯4条、描き継ぎしながら周回させるものもある。図版30;29は口

縁下端に刻目を施し、荒い刷毛目で仕上げている。

註

①〔末永雅雄.小林行雄.藤岡謙二郎 1943〕記載の第25図150

②〔紫垣勇夫.伊藤稔・榊原芳久・井上光夫 1972〕第7図16.17

③勝部遣跡では「祭杞的なものか、玩具的試作品」と考えている。〔藤井直正ら 1972〕

ω櫛歯状工具で削b取う北ようにも考えられるが不明。類例を待ちたい0

⑤勝部遺跡の報告(藤井ら、197幻では「壺に満した水を外部に注ぐとき、水を口縁端に導く役割と装飾を兼

ねたものであろうJ と述べている。同様の士器はSD1溝址からも1点由土している0 唐古遺跡〔末永.小林.

藤岡、1943〕、馬見塚遺跡(澄田・大参・岩野、 1967)にも類例がある0
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3.弥生時代中期中葉の土器

SD6溝址面から出土した土器を一括資料とし、一時期を設定した。壺形土器、細

頸壺形土器、甕形土器のセットが認められるが、量的には多くない。他地区からも微

量検出きれていろ。壺形土器、細頸壺形土器は黄褐色のものが多く、砂粒を若干含む。

細頸壺形士器は縦位に細い刷毛目で調整後、施文している。これに対し甕形土器は、

他地点出士の前期士器や中期後葉の土器とは全く色調、胎土を異にし、多くが茶褐色、

又は黒褐色を呈し、その差は明瞭である。胎士も、ち密でほとんど砂粒を含まず、焼

成も良好である、これらの甕形土器の中には、煤を留めるものもある。

壺形土器(301.302,図版38;1-4)漏斗状に大きく広がる口縁部をもち、その端

面近くを水平近く折りまげた土器であろ。口縁部破片が大部分であり、全体が窺える

ものはない。口縁部径が20~30俳の大型品で、内面上方には断面三角形の瘤状突起を

3個 1組付着きせたもの(301.図版38;2.3)と、ないものがある。口縁端はへラ状工

具を押しっけただけのもの(301.同給;1.2)、貝殻の腹縁を用い押しっけたもの(302.

同38;3)、櫛歯を斜めに押しっけたもの(同38; 4)等、各種の文様で飾る。又端面を
ω

上方と下方に拡張きせたもの(同38;4)もある。図版38;1はへラ状工具を用い、 1条

沈線を横方向に施した後、縦位に強く押しっけている為、口縁部下端及び横方向の沈
②

線が波状を呈する。同様のものは東庄内B遺跡から出士している。対象的に301、図

版謁;2は軽く押しっけた為、端面中央の凹んだ部分忙は施文が認められず、上下方よ

り樮状の文様が向きあっているように見える。図版38;9はこの種の壺形士器の胴部と

考えられるが、 2本1組の施文具を用い、間緑の広い斜格子文を施している。底部下端

近くに扇形文を施すものもある(308)。

細頸壺形土器(3船一307.38;5-1D 無花果状の胴部に細長い頸部、やや内傾する

口縁部をつけた士器である。内傾する口縁端は無文のものが多いが、.9本1想の櫛描

波状文を施すもの得05)、荒い刷毛目で仕上げるもの(図版39;6)もある。

細長い頸部から胴部にかけては各種の文様で飾り、 3備は口縁部と同一の工具を用

い、起伏の激しい櫛描波状文を二帯接して施す。更に間隔をおいて部分的に波状を呈

する直線文を描く。これらの文様を施した施文具は、上端と下端がやや太いもののよ
③

うで、文様はやや太く、且つ深い。
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施文具の異なる2種の直線文と列点文を組み併せ北もの(304)、ヘラ描き沈線を施

すもの(303.3船.307.同 39;1D、及び縦位に刷毛目で調整した後、櫛描直線文を

間隔をおいて数帯施すもの(同39;フ.8.10)等がある。又、小円板を貼り付けその上

に竹管を押しっけたものと併用しているものもある(305.306)。

306は頸部から胴部にかけての破片であるが、赤褐色を呈し特詫注意を引く。文様

は櫛描直線文を施した後、小円板を貼り付け竹管を押しっけている。更にへラ描き直

線文を4条以上配し、その間を竹管北よる爪形文を施す。

307は頸部から胴上半にかけ全面に刷毛目で調整を行った後、頸部1て3条、胴部に

問隔をおいて2条へラ描き沈線を描き、頸部の沈線上には棒状浮文を1本ずっ4箇所、

相対する位置に貼り付けている。

胴部内面には、約2m毎に粘土帯を積み上け'た痕が残っており、その技法は粘土帯

上方を薄く、下方を厚く作り、接着に際しては体外面側を高く、内面側を低くした所
④

謂内傾により製作きれている。

図版39; 11はへラによる区画文を2帯配するが、剥落している為、区画内の文様は

不明。 SD6溝址近辺でこの時期に属すると考えられる細頸壺形土器の胴部が検出さ

れている(同37;D。頸部化断面三角形の凸帯を貼り付け、頸部から胴部にかけ刷毛で

調整後、凸帯直下と胴部中位に棒状工具を刺突帯文とし、その間を7本歯の櫛描直線

文を4帯施す。胴部中位下には二又の施文具で斜格文を描く。

甕形土器 A (310-312.図版38;12.13.17)強く張り出した胴部に、弧状に開く

口縁部を有し、口縁端に刻目をもっ士器で体外面には荒い刷毛目を全面に施す。
⑤

口縁部内面には例外なく、横位の刷毛貝を有するが波状文と組み合せたものはない。

口縁端の刻目は、前期の甕に比べれぱ削り取ると言うべき状態で、その下端に連続的

忙施す。又例外的牝併せて上端1て2~3個入れるものもある(図版 38;13)。頸部は刷

毛月を施した施文具と類似の施文具により直線文を描いている。底部は上げ底状のも

の(3Ⅱ.316.同38;17)がほとんどであり、中には木葉痕をもっものがある。(311.同

38; 17)。

3Hは頸部の直線文を波状に、 4条ずっ2帯描き、最上端の直線の上方を削り取り巾

広くしてぃる。器壁は全般的に薄く、 5棚内外である。体内面はよく磨かれて論り、
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明るい黄褐色を呈し体外面の茶褐色とは異なる。

甕形土器B (313.314.図版38;14.15)弧状に広がろ口縁部端を持ち上げた特徴的

な土器である。立ち上がる口縁端面には斜位、又は横位の刷毛目をのこし、頸部以下

は甕形士器A同様縦位の荒い刷毛目、数条1組の直線文を用いる。又、口縁内面のそ

れも同様であろ。

313、図版38;14は口縁部を杷厚きせた純重な感のする土器で別形態とすべきかも知

れない。口縁立ち上がり部分1て圧痕を有するもの(313.同38;1・4)と無いもの(314〕が

あり、上端面を棒状工具で押しつけたもの(313)もあろ。

甕形土器C (315)前記甕形士器A.Bとは全く形態を異にする土器が若干存すろ。

直線状の頸胴部,忙ゆるく外反すろ口縁部をもっ土器である。口唇部には単独的に、あ

ろいは連続的に刻目を施す。器内外面は則毛目調整しているらしいが剥籬が激しくは

つきりしない。

その他に309のような筒形のものがある。焼成は良好で非常に硬く、黒褐色を呈す

る。高杯形土器の脚部とも考えられるが、それにしては細すぎる。類例を待ちたい

註

(1)将来、伺縁部の形態イ文様の手法等忙より.細分出来る可能性がある。

②(小玉.下村・山沢・谷本・井上1970)のP.67 第15図 6.フ

③この時期に特徴的なへラ区画文のような状態を呈すろ。しかし櫛描波状文の状況より同一忙施

文きれた文様と考えた方が妥当である。

④(佐原真1967)に従った。正確には円頭内傾とすべきである。

⑤他遺跡の報告では櫛描文と.か、腰の弱い櫛状工具とか、刷毛目の語が用いられている。同一施

文具を用い.ているのであろう。ここでは則毛目の語を使用した。
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4.弥生時代中期後葉の土器
(1)

SX74及びS.X75方形周溝址から出土した土器を標式として一時期を設定した。

この時期の土器は発掘区域の各所で散見され、 SD3溝址近辺では比較的まとまっ

て出士した。 SX74方形周溝址は遺構残存部が極めて少ないにもかかわらず、非常に

多くの出士を見、その状態は西辺及び北辺ともに士器の堆積とも言える程であった。

SX75は方形周泌址として完全に近い状態であったが出土遺物はSX74方形昂溝址に

比べれぱ少ない。壺形士器、無頸壺形土器、小型壺形土器、高杯形土器は比較的精製

士を用いており、ヘラ磨ききれている。これに対し鉢形土器、甕形土器には小砂を混

えたものが多く、朱拠て大型吊,に至っては径5~10脚加ン上石を混入しているものもあろ。

前者には口縁部、胴部上半に櫛描文及び凹線文を多用し、前段階のものより機械的な

旦,つ繊細なもの1こなる。後者には刷毛鳥をほとんどの土器に有し、胴下半はへラ削り

を行うものもあろ。

① SX74方形周溝址出土土器(図版32-35.39)

壺形土器A (401-406.図版39;1-3)漏斗状に広がる口縁部端を下方に拡張した

士器であろ。口縁端面は櫛描波状文を施すもの(401.図版39;3)、下端を削り取り刻

目としたもの(402)、上下端を削り取るもの(同39;2)、貝殻腹縁を押しつけた前段階の

ものと同様のもの(405)、列点文を施すもの(同39;1)等がある。無文のもの(404.406)

も多い。口緑内面は三角形の瘤留突超を列点文と併用すろもの(401.406)が多いが、

竹管文を 5個一組で押しつけ北もの(404)、扇形文を施すもの(同39;3)もある。

403は口縁端面に櫛描直線文を施した後に棒状工具を端面下方より押しつけ波状口

縁を呈する。その影響により直線文は一部波状になっている。

図版39;1は口縁内面忙列点文を山形忙描き小円板を貼り付け竹管を押しっけている。

胴部の窺える土器は少ないが、 401はほぱ球形に近い"器体を有し、.頸胴部忙櫛描簾状

文を5帯、その下方1こ櫛描直線文と波状文を交互に配する。胴下半及ぴ体内面は細い

刷毛目で仕上げている。口縁下及び文様'綿はへラ研1極が丁寧tてなされており、繊細な

文様とともに特徴的である。この土器は後述する4Ⅱとともに西辺の溝底にて出土し

た。文様は右から左1て施きれ、文様の種類、器形とともに畿内の土器と酷似している。

しかし、口縁内面の瘤状突起、列点文等はこの地方独特のものである。
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壺形土器B (407)大きく開く胴部に漏斗状の口縁部をっけ、端面をわずかに持ち

上げ受口状にした土器である。 SX74、 SX75方形周溝址からそれぞれ1個体出士し

ているだけであるが、他の土器とは胎士、施文法が全く異なり、その区別は容戸であ

る0 持ち上げた口縁上面に貝殻腹縁を押しっけ、頸部上半より口縁部には撥上げ文を

施しているらしいが剥離が激しく不明。

顕部下半より胴部は、ヘラ描直線で区画した中に細いへラ先で細かく斜格子文を描

いている0 このような文様が3帯以上(4帯存したものと思われる)あり、最下帯と

その上帯の間に細い棒状工具を押しっけ、山形文を形成してぃる。最下帯より胴部中

位には等間陽忙4箇所、刷毛で波状文を縦位に描いてぃる。

胴下半は欠失しているが、急激にせぱまり小さな底部に至るらしい。茶褐色を呈し、

焼成も比較的良好で、非常に個性的な土器である。三河池多く出士してぃるもので持
ち運ぱれたものであろう。

壺形土器CI(4Ⅱ一416)算盤玉型の胴部に、漏斗状の口縁部を有し更に上方に曲

折し,受口状となる口径20~30俳の大型の土器である。

口縁外面は2条(411.416)、あろいは3条(412-415)の凹線文を施すだけのも

のがほとんどであるが稀に3条の櫛歯で縦位に描く沈線を併用するものがある(414)。

同様のものはSD3付近で検出きれてぃる(473) 0

口縁の曲折部には、休内外面ともに横ナデの技法が認められ、この時期の特徴をよ

く示している。

頸胴部は櫛描きによる直線文、簾状文、斜格文、波状文等を組み合せて飾る。これ

らの施文具には通常の6~10本歯の櫛歯と2本歯又は3本歯の櫛歯を数帯たぱねたも
④

のがあり、前者は直線文、簾状文、波状文に用いられるが斜格文は描かない。他方、

後者は直線文、斜格文、波状文に用いられるが簾状文には用いないという差が認めら

れる。

Cの時期淀於ける伊勢湾沿岸では後者の施文具を多用し施文すろのに対し、畿内で

は斜格文を除き、前者しか用いない。畿内に発生が認められろ簾状文が前者の施文具

しか用いない点を考慮詫入れるならぱ、この時期の畿内文化との関係(受入れ方)が

明瞭なものとなるであろう。
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又、文様の方向は、ほとんど右回り(右から左へ)に施文されるが、図版39; 16の

ように幾度も描き継ぎをしながら左回りに、且っ数帯、間をおかずに描く複帯構成を

とるものもある。

胴下半は斜位(4Ⅱ.同39;18)に荒い刷毛目で調整するが、底部付近ではそれが縦

位になる。

壺形土器CI (417-420.図版39; 4.5)形態上からは壺形土器C 1と同じであるが

口頸15m以下の小型品である。

壺形士器C 1同様、口縁部の凹線文は2条(418.419)及び3条(417.42Φの両者

がある。口縁部付近に横ナデ調整が認められろ。頸部に巾のせまい簾状文をもつもの

(417)もあるが、大部分は細いあるいは太い刷毛目を斜位又は縦位北のこすだけで
⑤

ある。壺形土器C1が各種の文様で飾るのに対し、壺形土器CⅡがほとんど飾らない

のは対照的である。明途上の差があるのだろうか。

細頸壺形土器(図版39;1D 算盤玉状の器体に細長い頸部を付け、口縁部は内轡し

端面を凹線文で飾る士器である。この形態の土器は非常に少なく、 SX74から1~2点

SX75方形周溝址から1点出土しているにすぎない。口縁部より凹線文、列点文を2

帯、櫛描直線文、やや間隔の広い3本歯の櫛状工具忙よる波状文、同一工具による斜

格文を施す。茶褐色を呈する比較的焼成の良好な硬い土器である。図版39;10も同種

の 6のだろう。

無頸壺形土器 A (421.422)胴部が稜をなす肩平な器体を有し、口縁下忙凹線文を

施す土器である。口縁端は水平なもの(42D と内傾するもの(422)があり、端面に

は凹線文を 4条(422)又は 5条(42D 施し、この部分の器壁を厚くしている。 421

の胴上半は列点文を羽状に施すが、422は斜位に列点文を3帯配し、その間を沈線2条

で画すろ。胴下半は無文になる。この種の士器は通常口縁部光2孔一対の紐孔を相対

する位置1て穿っが、破片の為、不明。他に口径20伽以上に達するものもある。

無頸壺形土器 B (423)丸味を帯びた胴部に、垂直に近い口縁部を有すろ土器であ

る。図示した 1例だけであるが、箆研磨がよくなされており焼成支良好である。口縁

上端は水平をなし、口縁下には2孔一対の紐孔を相対する位置1こ2箇所穿っている。

無頸壺形土器 C (424)丸味を帯びた胴部を急激に水平近く外方へ折り曲げ、小さ
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な上方に立っ口縁部をっけた土器である。全体の器形を窺えるものはないが、同様の

土器が摂津'勝部遺跡から出土している。口縁部外面及び胴上半は6本一組の櫛状工

具にょり直線文、波状文で飾る。口縁内面立ち上がり部分には横ナデ湖整が、胴部か

ら口縁付近の内面は細い刷毛目で調整してぃる。

小型壺形士器(433-435)最大胴径が10~15mの球形K近い器体を有する壺形土器

である0 この種の土器は後期に多く見られろもので、中期に属する例は知らない。し

かし、他の土器と伴出しておりこの時期に入れた。胴上半は刷毛目で仕上げ、下半は

底部側よりへラ磨きが施されている。胴径に対し底径が4伽程しかない為不安定であ
る。

口縁部の形態は全く不明であるが上箕田遺跡の例より、やや外方に広がる短かい口

縁部を付けたのであろう。

高杯形土器杯部の形態より2種に分類した。完形のものは無く、従って高杯形土

器Aとしたものの中には鉢形土器が含まれてぃるかも知れな.い。

高杯形土器A (427.図版39;12.13)脚部からなだらかな力ーブを描き垂直1こ近い杯
⑥

部をもっ士器である。口縁端上面は水平をなし、口縁下に一条(同諦;13)又は2条

(同諦;12)凹線文を施すもの、杯曲折部1こ1条の凹線文を施すもの(427)がある。

SD4溝址付近からは3条の櫛描波状文を施すもの(475)が検出きれてぃる。

高杯形土器 B (425)斜に広がる杯部に水平に近い口縁部をっけ、口縁内端に小き

な凸帯を廻らせた土器である。口縁端面はわずかに下方へ突出きせ巾広くし、'ここを

凹線文で飾るものと無文のもの(425)がある。畿内中心部に多い巾広く下垂きせた

ものはない。

脚部はA、 Bいずれに属するか不明であるので一括して述べる。すべて円板充填に
r

より製作きれており、これらの高杯形士器が畿内の影響下に存在する器形である事を

証明している.なかには円板部分がはがれているものもあろ。脚内面;ては絞り目を有

し、ヘラにて削り取ったものはない。従って円板にへラ痕が残されたものはない。

SD3溝址付近から出土した476 は脚外面を縦位忙へラ削りしてぃるが、 426.429は

剥難していて不明。

裾部は凹線状にしたもの(476)と無文のもの(426.429)があるが、透し孔はない
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⑦

脚部が中実のもの(430)もある。

鉢形土器(434)穹曲しながら開く口縁部を上方に持ち上げた土器である。この形

態の土器は、やや後出的な要素があるが小型壺形士器同様この時期とした。

立ち上がろ口縁下端に三角形の刻目を連続的に配し、頸部には5条の櫛描直線文を

施す。図示しなかったが直線文と列点文を交亙に施すものもある。廂球形の胴部に小

きな底部をもっものと考えられる。明るい褐色をなし、 S字状口縁土器の祖型と言わ

れるものであろう。

N14地区からは別形態の鉢形土器が検出されている(48D 。口径と腹径がほぱ等

しく、頸部を「く」の字形にゆるく折り曲げた士器であろ。口縁端を若干拡張し、凹

線文を 1条施している。鉾鋼同部は刷毛月で斜格子状に仕上げている。

甕形土器 A (434)「く」の字形に折り曲げ、口縁端部を上方にっまみ上げた口径

30m前後の土器である。つまみ上げ北口縁内外面には横ナデが認められる。体外面は

斜格子状1こ、体内面は細い斜方向に刷毛且で仕上げている。この形態の甕形土器は畿

内地方に広く分布してぃるが本遺跡の出土例は多くない。

甕形土器日(4如一442)口径15~30師を計り、口縁部を肥厚させた土器である0

甕形土器A同様、量的には多くない。口縁端は丸くおわるもの(44のと、面をなす

もの(441.442)がある。体外面は斜位、縦位又は斜格子状の刷毛目で、口縁部内面

は横位に太い刷毛目調整を行っている。

440は肥厚きせた部分にへラ先で浅い刻月を施し、口縁部と頸部の接着面,には指頭

圧痕が残る。

甕形土器 C (443-"6)本遺跡出土甕形土器の大部分はこの形態牝属し、単純に

「く」の字形に開く土器で、口径10~20mのものであろ。口縁端面は丸くぉわるもの

(438."5)と稜をなし面をなすもの(4嶋.444.446)がある。口縁内面にも稜をもっ

もの(438)があろ。胴部の張りはあまり強くなく、体内外面は斜方向の刷毛目で仕

上げてぃる。刷毛目調整の中には整然と羽状忙仕上げるもの(図版39;2D もある0

胴下半は縦位あろいは斜位の荒い刷毛目で仕上げろもの(440,447-452・同39;22)が

大部分であるが、ヘラ削りを行ったもの(伺39;23)もあろ。これらの他に、口径 36

伽に達する大型の糊形土器もある(438)。口縁端を上方に持ち上げ北厚手のもので
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端面には樮状の浅い刻目を斜に施し胴部は刷毛目で仕上げる。口縁を水平近く1て折り

曲げたもの(4器・436)もあろ。435は焼成の良好な硬い土器で口縁下端に大きな列目

を連続的牝旋している。

この時期の甕形土器底部は脚台を有するもの(449.450.452)の方が多く、平底

(448)のものは少ない。上げ底状のもの(45D も少数ながらある。

平底の中央に焼成前一孔を穿ち甑としたものが数例あるが台部を有するものの中に

も焼成後一孔を穿ったものがある。どのような目的の為に作ったのであろうか

②S X75方形周溝址出士士器(図版36.同38;18-26)

壺形土器 A (図版38;18)すべて小破片であり全形を窺えるものはない。口縁端面

は櫛描波状文、直線文、列点文等で飾るが無文のものも多い。口縁下端に刻目をもっ

ものもある。

口縁内面には瘤状突起をもっもの、列点文をもっもの及びその両者を併用するもの

等があり、量は少ないが扇形文をもっものもあろ。口縁端との組み合せが種々見られ

る。

壺形土器 B (図版38;19) SX74方形周溝址のものと全く同一の手法により作られ

た土器であるが小破片の為、全形は不明。 SX74方形周溝址から検出されたものに比

べると頸部がやや長く、明瞭な撥上げ文が認められる。又胴部の棒状工具によろ山形

文は有せず、丸い突起を数力所に貼り付けている。

その他、ヘラ描沈線、その内部の斜格文、胴部の刷.毛状工具迄よろ縦位の波状文に

ついては全く同じである。制約の強い士器である。

壺形士器 CI (460.図版38;2の立ち上がる口縁部を欠く土器であるが、漏斗状の

口頸部の一部には横ナデの技法が認められる。顕胴部は各種の文様で飾り、 7本一組

の櫛歯により4帯の簾状文、 1帯の直線文を右から左へ(右回り)施文する。簾状文

の2帯目と3帯目の闇には刺突竹管文を施す。各文様帯間はへラ磨きがよくなきれて

おり、光沢を術びる。直線文下はSX74方形周溝址のものと同様、直線文、波状文、

斜格文等で飾ろ例があり、施文具にも通常の6~10本歯のもの(同38;2のと2本歯又

は3本歯のものを数帯たばねた二者が見られろ。

壺形土器 CⅡ(453-455)口縁外面は2条(4認一455)あるいは3条の凹線文を施
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し、頸部は無文(454.455)のものがほとんどであろ。稀1て8条の櫛描直線文で飾るも

の(453)も見うけられろ。口縁曲折部の内外面には横ナデ技法を用いており、この

形態の士器には通例な事を示している。算盤玉状の胴部にはやはり刷毛目で調整する

だけで文様はもたない(455)。

この他に受口状の口縁を有するが壺形土器C I、C1とは若干異るものがある0457

は弧状の口縁端を立ち上がらせた特徴的な土器であろ。口縁端面は3条一組の沈線を

山形文状に施し、端下方をへラにて削り取り、刻目としていろ。

この種の土器は伊賀、伊勢地方特有のもので他地域では現在まで例を見ない0 三田
(8).

遺跡.東庄内B遺跡.野々田遺跡地類例がある。妬8は立ちあがる口縁外面に列点文

を羽状に施すものである。 459は砥曲しながら立ち上がる小型の土器である0 内外面

を細い刷毛目で調製する。

又、 SX75方形周溝址出士ではないが、この時期に属する図版37;2は頸部に板状工

具端を押しっけた圧痕文凸帯を施してぃる。このような手法を有する土器は畿内に多

く見られ、卵形の胴部に漏斗状代ひろがる頸部をつけ、口縁部を上方に立ち上がらせ

たものと考えられる。茶褐色を呈し、他の土器とは若千異なろ。

細頸壺形土器(456)ほぽ完形に近い456の1個体のみであるが、文様はSX74方形

周灘址のものとは異る。

ゆるく内轡する口縁部は4~5条の凹線文で飾り、頸胴部は6本歯の櫛状工具により

直線文、列点文、波状文、扇形文を施し、胴部の最大径位置1こは太い凹線文を施した

後、小円板を5箇所に貼り付けていろ。胴下部には半載竹管による直線文を左から右

へ旋回きせてぃる。底部は高杯形土器と同様、円板充填により製作されており、低い

脚台を有していたものと思われる。

4本歯の櫛状工具により1帯の直線文と4帯の列点文を配するもの(474)もSX75

方形周溝址の近くで検出きれている。

無頸壺形土器(46D 上方に立ちあがろ口縁端面に巾の狭い凹線文を1条施し、胴部

は上半と下半で方向を異にする刷毛目で仕上げている。体内面はへラで削り取ったよ

うな状態であるが剥落が激しく不明。

高杯形土器 A (462.463)立ちあがる口縁端面を3条(463)あるいは4条(462)の
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凹線文で飾り、杯下半は斜位の刷毛昌で調整している。櫛状工具で6条一組の直線文
を縦位に施すもの(462)もある。

高杯形土器 B (4鉐.466)口縁端面を拡張し、 3条の凹線文を施したもの(465)

と無文のものがある。内外面ともにへラ研磨'がなきれてぃる。

脚部はすべてSX74方形周満址のものと同様、円板充娠で製作されており、脚内面

1こ絞り目が認められる6464は4条一組の櫛描直線文を3ケ所に配し、裾部近くに2孔

一対の小孔を5箇所に穿孔している。

467 は脚外面をへラ削りしイ裾部近くに透かし孔を 5ケ所1て配する。丁寧なっくり

で脚外面及び杯部内面を朱彩している。高杯形土器Aに伴なうものだろう。 Hケ所に

小円孔を穿っ小型の脚部もある(468)。裾部忙1条沈線を施す。

甕形土器(469-472) SX75方形周溝址出士の甕形土器は、 SX74に比べれぱ甚だ

少なく、その形態も甕形土器C1て限られろ。口縁端面は稜をもち面をなすもの(469.

47の丸いものがあり、下端に刻目を施すもの(469)もある。口縁内面は横位に、体

外面は斜位1こ刷毛目が認められる。底部は平底のもの(47D と脚台をもっもの(472)

があろ。 471は焼成前に1孔を穿ち、舗としており、平行線の痕跡が認められる。 SD

4溝址付近から出士した図版37;9は、小きく口縁部に刻目を施し、胴部をへラ削りし

ている。

蓋形土器(47フ) SX74,SX75方形周溝址から蓋形土器は出土してぃないが、便宜

上、ここで取り扱った。 C-2地区の小ピットから検出されたもの(47フ)である。紐

をもつ笠形を呈し、上底面は上げ底状に仕上げ、鉛下部付近にへラ磨きが加えられて

いる。口縁部を厚く作りあげ、端面に列点文を施す。媒が認められるところから塞用

と考えられる。 (伊藤洋)

註

ω尾張に於いては、この時期の土器を「土器型制の変化」(紅村1963)等から後期初頭として取り扱っている。

畿内では「遺跡の立地J T土器の器種の消長」「製作技術」(佐原196幻等の差から第Ⅳ様式と第¥様式の間に

中期と後期の境をおいている0 県内に於いては上箕田辿跡第一炊調査報告では後期籾頭瑠中見196D ときれたが
近頃は中期後半とする意見が多い。〔吉村1972〕

最近、短村氏は「今後なお検討されなけれぱならないが」と述べながらる①石器の消長、②高杯形土器の急

増に伴なう社会の質的変化、③瑞結期に於ける尾張と三河の土器測式統一等より、高蔵期と瑞穂期の問に中、後
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期の境を船く事を提唱きれている。〔紅村1966〕

化)口縁部の形態、文様等化よb更1こ細分出来るが、量的に少ないので一括して取り挙げ北0

(3)従来、この形態の土器は受口状口縁士器、受R凹線文壺と呼ぱれていたものである0 畿内にも同様の口縁を

有する士器があるが、系統的には中期中葉の細顕壺形土器と考えろ方が妥当である0 その意味では中期中葉の細

顕壷形土器は、細顎壺とせず壺形土器Cとすべきかも知れない0

④ 411 は頸部に7本歯の櫛描直線文を2帯施し、その上下をへラ描直線で区画している0 胴部上半は3本歯の

櫛状工具を3帯北ばね(3帯のうち最下帯のむのは1本旦と2本貝の間隔が狭く、それが規則的にあらわれろと

ころより3譜たぱね北事がわかる)直線文と波状文を描いている(波状文の最下帯はへラ磨き又は刷毛目により

消きれている。しかし痕跡が一部に残る)。同様の事は〔澄田・大参・岩野、1967P94〕で「"'"'胴部文様は2

本惚の櫛を3個結び合せたような器具で平行線波線文を描く・,,・・・ー」と指摘きれている0

これらの結果から4Hの士器は3種(ヘラ状工具、通常の7本歯の櫛状工具、3本歯を3帯たぱねた櫛状工具)

の工具により8回、右回りに施文している。

更に体面の刷毛目の状況を述べておこう。それによれぱ、刷毛目が粘土彬毎にわずかずっ方向を異にし、胴上

半と下半の接着部では粘土を付着させたらしく刷毛目の一部は粘土の下方に入り消えており、その部分の凹凸

が激しくなる。等々製作技術上興味をひく。

⑤四日市市立郷土資料輩展示の壷形士器CⅡ(四日市市山之一色町荒井田出土)及ぴ上村遣跡(吉村1972〕の

例はいずれも刷毛目を残すのみである。

⑥瓜生堂追跡.資料編〔曽我恭子ら1"2〕ではこの形態の土器を台村鉢として取り扱っている。

⑦畿内第Ⅱ様式及ぴ朝日式〔柴垣ら1972)に中実の例があるが、この時期の例は知らない。
...

⑧詳細にっいて述べるならば、東庄内B遺跡では口縁端の山形文は櫛状工具で刺いて(剌突文一筆考注)施し
..

てぃるのに対し、本造跡及び野々田造跡の例は沈線で山形文又は斜格文を描き、微妙な差がある。

5 弥生時代後期の土器(図版如一41)

壺、台付壺、甕、高杯などがある。そのほとんどが、炎掘区の南西隅において、 S

D5溝址上の埋土および、 SD6溝址の東側からまとまって出土したものである。竪

穴住居内から出土したものもあるが、細片にとどまる。これらは装飾も簡素なものが

多く、形態は、鈴鹿市・上箕田遺跡出土のものとはよく似ていて、後期でも初頭忙位

置づけられよう。

壺(501-507)よく外反した比較的短い口縁部のもので、端面に沈線をめぐらしナこ

.もの・(501-503)と、頸部に凸帯を付けナこもの(504-5船)とに大別される' 501 は

口縁部径16,8俳、高き27.5伽で、ホ程でよくはった胴部に平底のもの。口縁部端面と

胴部下半は丹彩きれていろ。口縁端の宍面には羽状文、肩部には平行沈線文とへラ描

の斜線を交互にめぐらす。 502のように肩部に櫛描の沈線と波状文をつけるものもあ

る。 507は壺の脚台である。
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小形壺(508)直口状の口縁部に、上底のもの。器表はへラでよく調整きれてぃる。
径8m、高さ 11.5C所。

台付長顕壺(509)やや外反した直口状の口縁部と、よく張った胴部に、 3方に円形

の透孔をっけた脚台をそなえる。器表は剥落しているが胴部内面の下半はかきとられ

てうすく仕上げられる。

台付椀(51の口縁部が内轡した椀形の体部によく下方でひろがった脚台をもっ。

器表は剰落していて調整不明。径9.5俳、高き10.5俳

甕A (517-523)口縁部がくの字に外反したもので、端部に刻目をっけた517,518

とっけないものがある。器表はハケ目調整。 519では、頸部にへラで刻目がっけられ

ている。

奪B (5Ⅱ一516)口縁部がS字状をなしているもの。肩部から胴部がハケ目調整さ

れた5Ⅱと、端面と肩部に櫛歯の剌突文をっけた512,514などがある。脚台524は、こ

の形態のものにっくものであろう。

高杯(525-528)よく外反した口縁部の比較的浅い杯部に、長い脚部をそなえたも

の0 杯部外面には525,526のように櫛描波状文をっけたものと、つけない527がある。

また脚部は3方に円孔をっけ、平行沈線文を数段めぐらす526,527と、つけない528

とがある。いずれも器表はていねいにへラ研磨きれている。完形の526は、径28m、

高き24.5m。 529は台付椀形士器の脚台であろう。

6.古墳時代前期の土器(図版42)

少量の士師器.壺、甕の破片がある。これらは主として発掘区でも南西寄りの大区

画「M区」から出土している。他の時代の遣物と混在してぃて遺構は明らかでない

古式士師器と呼ばれていろもので、壺・甕ともに複合口縁をなしてぃろのが特徴であ
る。

壺(55D 口縁部の断片で全体の器形は不明。複合口縁のもので、器表は内外とも

よくへラ研磨きれ、丹彩きれている。

甕(552一馬5) S字状の口縁部。 555のような脚台をそなえるものであろう。 552は

肩部から胴部へこまかいハケ目で調整きれ、聞3-5融はあらいハケ自で調整きれてい

る。
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フ.古墳時代後期の土器(図版娼)

土師器.壺,台付甕,高杯,須恵器・杯,高杯,壺,甕などがある。これらはこの

時代の竪穴住居址の他、古墳時代前期の土器と同様、発掘区の南西部から主として出

土してぃろ。須恵器の形態からは、古い時期の一群と新しい時期のものとに大別され

る。古い時期のものは、久居古窯の製品に形が近く、 5世紀後半にあたる。新しいも

のは、「浅井形式」に似てぃて、 6世紀末に位置づけられよう。

①土師器

壺(522)台付甕(559-56の、高杯(570-57D 、須恵器・杯(57フ)などととも

にSB87竪穴住居址から出士したもの。口縁端には沈線をめぐらし、たてに4本一組

の小きな凸欝をつける。器表はハケ目調整きれている。

甕A (559-56D くの字の口縁部で、台付のもの。口縁部はナデ調整されているが、

肩部から底部にかけて全面があらいハケ目で調整されている。 561の口縁端は、ひき

出きれて、わずかにたちあがっている。 560は完形で、口径19m、高さ31m。

甕B (557-558)短い口縁部で、端部が上方で面をなして、わずかに肥厚していろ

もの。耶8は肩部があらいハケ目で調整きれている。脚台をそなえろものであろう。

甕C (502-565)くの字に強く外反する口縁部のもので、端部がひきた'されて、わ

ずか忙たちあがる。564-5聞は、肩部がハケ目調整きれ、胴長の丸底のものであろう。

甕D (567-568)外反した短い口縁部に肩張りの強い胴部で平底のもの。肩部から

胴部はハケ目調整きれている。 567は口縁部内側も横忙ハケ目調整きれていろ。径13

師、高さ16剛のものである。

椀(569)口縁端が小きく外反するもので、器表はよくナデで仕上げされている。

径13側、高き10.5俳。

高杯(570-574)椀・569とほぽ同巧の杯部に、下方で屈曲してひろがる脚部のも

の。杯部はナデで仕上げられ、脚柱部はへラでタテ池研磨きれて面をなす。胎土は精

良でほとんど砂粒を含まない。 570は径14卿、高き11俳,571は径13m、高き10.5m。

②須恵器

杯(575-580,585-59の 576一認0は蓋受けの立ち上りが長いもので、直線的1てひ

き出されてぃる。底部下面もていねい忙へラ削りで仕上げられた古い様相を示すもの0
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578は櫛描の波状文でかぎられている。蓋・575は肩部に段をめぐらす。5錫~590は

しい形態のもので、蓋、身とも天井部、底部下面がへラ切り不調整のもの。

高杯(584.591-593) 584は三方に長方形の透孔をっけた無蓋の高杯の脚部であろ

う0 透孔の切口はへラで面取りきれている。 591-593は有蓋高杯で、新しい杯.認8
~590に比較的太ぐ短い脚をっけたもの

壺(581.595) 581は胴部の断片で、全体の器形は不明。広口のものであろうとも思

われる0 肩部は上方に櫛描刺突文をっけ、平行沈線文と波状文を交互に飾ってぃる。

595は短顕壺で、底部下面はへラ削りされてぃる。

甕・(582)径19剛の口縁部。肩部は平行のタタキ目で調整されてぃる。内面はナデ

で仕上げられている。

8.奈良時代の土器(図版43-44)

土師器,'皿,甕,須恵器・杯などがある。竪穴住居址出士のものもあるが、大半は

発掘区の中央部から出土している。'しかし全体の量としては少ない須恵器の形態は

「高蔵寺2号窯式」に近く8世紀代にあたるものである。

ω士師器

皿(601-605)広い口径忙比べ浅いもので、各種のものがある。 601は底部がへラ

削りされ、内面には暗文がみられ、古い様相を示す。 602-6偽は器壁の厚いもので、
器表の調整はあまりょくない。

甕(606-609)胴長の606、小形の609-610などがある。いずれも丸底と思われる。

印6は端部がひき出きれてわずかに立ちあがっているが、他は丸くぉさめられてぃる。

全体北口縁部は横ナデ、休部は内外ともハケ目調整きれてぃる。

②須恵器

杯A (615-618)高台付のものである。底部下面はへラ削りで仕上げられ、口縁部

と底部上面は水引きされている,615一引6は古い様桐を示し奈良時代にさかの憾ろ

ものとも思われる。

杯B (611-612)ヘラ切り不調整底のもので、直口状の口縁部である。 612の底部

下面にはキ印の記標がある。

蓋(6.捻一614)肩平な鈿をもっもので、天井部はへラ削りで仕上げられてぃる。全
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体に訊整はよい。

9.平安時代の土器(図版44)

土師器.皿,灰釉陶器.椀,皿,瓶,鉢,緑釉陶器などがある。いずれも遺構に埋

まってぃたものでなく、発掘区の中央部の各所から出土したものである。このうち灰

釉陶器は「黒笹78号窯式」のものに似ていて、10世紀代のものと思われる。

①土師器

皿(604)口縁部が外反した器壁のうすぃものである。器表が剥落していて調整手

法は不明。全体に丸味の605もこの時期のものであろう。

甕(610)小形のもので、端部はひき出されて立ち上っている。頸部から肩部へは

たてにあらいハケ目調整され、内面は横にハケ目調整されている。

②灰釉陶器

椀(619-62D うすくひきだされた口縁部のもので、底部の高台もていねいに付け

られてぃるが、下面には糸切り痕を残す。ツケ掛けにより施釉される。とくに619は

厚く施釉きれでいる。

皿(623-624)椀と同様、うすくひき出されたもの。 617の底部下面はへラ削りで

仕上げられている。

輪花皿(625)直線的に外傾した口縁部のもので、口縁端に痕跡程度の輪花を四方

につけている。底部下面の糸切り痕はていねいに消きれている。

鉢(626)口縁部から底部の破片であるが、片口のっくものと思われる。比較的高

い高台がてぃねいに付けられてぃる。体部下半はへラ削りによりていねいに仕上げら

れている。

双耳瓶(627)肩部に肩平な把手を二方迄っけた平底のもの。口頸部は欠損。体部

下半はへラ削り仕上げられている。全体に厚く施釉きれている。

③緑釉陶器

椀(628-629)いずれも底部だけである。胎士は灰白色の須恵質のもので、高口端

面以外が施釉されてぃる。622の底部下面はへラ削りで仕上げられているが、 623には

糸切り痕がわずか忙残ろ。高台断面は逆台形にちかい。他に口縁部の小片が少量出土
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している。

10・鎌倉、室町時代の土器(図版44)

土師器の皿,鍋,山茶椀,山肌,常滑焼の甕などがある。これらは発掘区の各所か
ら破片として出土しているが、この時代の竪穴、溝址に船いても、各時代の士器と混

在していた場合が多い。時期としては山茶椀、山皿の形態が「松淵2号窯式」に似て

いるものと、「天神4号窯式」に近いものとがあり、平安時代末期から鎌倉時代前期

のものと、鎌倉時代後期から室町時代初期のものとに犬別きれる。

①土師器

皿(727ーフ28)糸切りにょる平底で、ほとんど直線的な体部のもの。器表はナデに

よりょく仕上げられている。

鍋A (729-730)口縁部の破片。端部が丸く肥厚し、内側に段を示してぃるのが特

徴である0 650の肩部にはススが付着している。口縁部はナデ仕上げによるが、体部

の調整は悪く器表に凸凹をのこす。

鍋B (73D 器壁の薄いもので、端部が巾広くわずかに肥厚し、内側に段を示して

いる0 肩部はこまかいハケ目で調整きれている。頸部にはススが付着してぃる。

②山茶椀,山皿

山茶椀1 (711-712)径17伽前後、高き6.5剛の比較大形のもの。粗雑に付けられ

た高台で、ヒビ割れが多く、端面には'モミ痕がみられる。

山茶椀Ⅱ(713-717)径14m~15卿、高き5俳前後の毛ので、体部が直線的なもの

と、丸味をもったものとがある。 1と同様、高台は粗雑に付けられてぃる。

山皿1 (718-722) 718-721は径11m、高き 3.5御で小きな高台をそなえ、形、調

整とも全く同巧のもので、同一古窯の製品と思われる。

山皿1 (723-725)径7.5剛~8,5伽、高き1.7m~2mの小形の浅いもの。高台を付

けないが、底部は厚く、平底をなす。

③天目茶椀(726)

底部を欠く。・径9剛ほどのもので、内外とも厚く鉄釉がかけられてぃる胎士は白

色に近いもの。 (小玉道明)
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永井遺跡は四日市海岸平野でも中央部化あたる西側の台地上において、初期水稲耕

作を開始した遺跡のーつで、以後、断続的に鎌倉、室町時代に至るまで集落が形成さ

れていたものである。この地域は、北側の大谷遺跡、南側の東日野遺跡など、初期稲

作農業に適した条件をそなえていたのであろうか。

今回の調査では遺構として溝址だけで、住居址はみとめられなかったが、なお、未

調査地区に居住地が求められるのであろう。士器の出土量は、他の時期のものと比較

すろと、全く大量で、全出士土器の50影から70彬を占めていろほどであり、かなりの

集落が考えられる。しかし、北側の大谷遺跡代霜いても、溝址は数条の規模の大きい

ものがあり大量の土器が出土してぃるが、住居址としては、 2基だけにとどまうてい

て、それが全てでないにしても、大集落が形成したとは考えられない。

また一方、出士土器の中には、数点ではあるが、伊勢湾の対岸迄あたる尾張、三河

地方に多い水神平式系土器が混在していて、その地方との何らかの交流が考えられる。

とくに、大洞式系のものと思われるものも1点あって、共にもたらきれたことが考え

られろ。

弥生時代中期では、 2基の方形周溝址がある。これまでの県内の調査によれぱ、方

形周溝址は、北側の大谷遺跡をはじめ、 5ケ所の遺跡で知られている。そのうちでも

この永井遺跡のものは初期に属し、一辺20加前後という規模の大きいものである。こ

れまで永井遣跡は、県下でも弥生時代前期の遺跡とともに数少ない弥生時代中期の遺

跡として知られてきたのである。この大形の方形周溝を営んだ優れた遺跡とい六、る。

土器はかなりの量があるが、住居址は明らかにきれていない。また、石器の使用の少

ないことも注目される。これはゞ鈴鹿市・東庄内B遺跡とも共通していて、その生産

基盤に狩猟より農耕に比重が高かったものとも考えられる。

弥生時代後期から古墳時代後期の住居址がもうとも多く検出きれているが、西側の

上畑遣跡もふくんだ、大規模な集落の一角にあたるものであろうか。

掘立柱建物も多数あきらかにされているが、とくに、 3聞4方の倉庫と考えられる

四一
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ものが、大半を占め、居住用の長方形のものは、これも未調査地区忙中心が考えられ

る。これは西ケ広遺跡、あるいは、南勢地方の多気郡明和町古里遺跡でもみとめられ

ているように、「倉庫」用建物が、一定地区でも北西側にまとまってみとめられてぃ

ることからもいえよう。

また、小片ではあるが、平安時代の緑釉陶器の出士は注昌きれる。云うまでもなく

この陶器は古代寺院、官衙あろいは祭杞遺跡において主として用いられ、儀式用の陶

器と考えられているものである。時期牝ついては決めがたいが、滑石の肩平な勾玉の

出土とともに、この遺跡において何らかの祭杞、儀式の行なわれたことが知られる。

これまでこの遺跡のつくられた台地は、弥生時代前期以降、断絶的に各時代におい

て集落として利用きれて来た所である。今また、新しく佳宅用地として利用きれるこ

とになった。これまでは、ほとんど土地の形質を変えることなく利用されてきたので

あるが、今回は全く異る。それぞれの時代において、この地が選ぱれた契機は明らか

にすることはできないが、今後きらに、この遺跡の歴史的な検討は必要であろう。

(小玉道明)
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1.弥生時代前期の土器について

永井遺跡出土土器の大部分は破片であり、

器の性格を知ろにはある程度の限界があり、

一助とした。

補

①壷形土器の文様

第6表及び第7表は壺形土器の口頸部界、頸胴部界の文様を溝址毎に分け、頻度数をあらわし北

古のである。

集計の方法は口顕部と頸胴部につき,それぞれの文様毎に数量を調査したもので、明らか1こ同一

個体と考えられるものは省き1個体とした。口顕部総数に対し顎胴部総数が少ないのは、文様の途

上で破損し沈線なり、凸帯の条数が不明であるものを省いた結果である。又、小破片であるがゆえ

に口頸部であろのか、頸胴部であろのか判別のつかないもの忙ついては調査対象から除外した。

このような方法には、いくつかの問題があり、又SD2~SD6溝址は出土量も少なく厳密さを

欠くが、あくまで傾向を知ろ為に用いた。集計の結果は、

完形のものは極めて少ない。このような状況の下で土

それを補う為、各破片を計数的に処理し、性格を知る

①いずれの泌址も貼り付け凸帯を主とするが、削り出し凸帯、ヘラ描き沈線に差が認められる。

すなわち、 SD1及びSD2溝址では、削り出し凸帯+沈線少条、ヘラ描き沈線少条を混えろ

の忙対しSD3~5溝址が削り出し凸帯十沈線多条、ヘラ描き沈線多条のものを含めるのと対
①

象的である。

②へラ描き沈線は大部分が1~4条であり、 10条近くに及ぶものは極めて稀であろ。

このよう化永井遺跡溝址出土の前期壷形土器は、「新」段階を中心としながらもSD I、 SD2

溝址出土土器は、やや古い要素をもち、また、口縁部の開き、胴部の張り等をも考慮に入れれぱ、
⑦

「中」段階の終末から「新」段階の初頭に比定される。

他方SD3~SD5溝址出土土器は口縁部が大きく広がり、胴部が馬平なまでに張る器形が中心

となり、貼り付け凸帯を主とする事から「新」段階前半〔佐原真1968〕に比定きれる。
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SD6溝址出土士器は個体数が少ない割に、各手法のものを含み、確実ではないが、その手法か

ら「中」段階終末より「新」段階後半までと考えられる。

SDI SD2 SD3 SD嫉

段

削り出し凸帯

削り出し凸帯+沈線少条

削り出し凸帯十沈線多条

ヘラ描き沈線少条

ヘラ描き沈線多条

貼b付け凸帯

10

0

無

19

0

0

文

5

0

0

33

SD5 SD6

第6表壺形土器口顕部界文様頻度表

0

0

計

0

9

0

4

0

顕胴部界文様

87

0

削出し凸帯+沈線少条

0

0

計

2

39

0

7

削出し凸帯十沈線多条

0

0

203

0

2

ヘラ描き沈線少条

溝址

2

11

14

ヘラ描き沈線多条

0

器

4

S D I

貼り付け凸帯

2

2

8

0

3

無

2

H

SD 2

卯

9

0

文

15

5

S D 3

6

20

103

第7表壺形土器顕胴部界文様頻度表

0

S D 4

7

計 142

41

6

0

0

S D 5

241

0

Ⅱ

器

0

SD 6

76

0

2

2

計

38

2

0

22

4

3

5

0

4

3

31

52

6

"ノ

2

22

10

48

8

、

玲
 
3

玲
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なお表中の用語は次のよう1て区分したものである。

段;口縁部を高く、頚部側を低くしたものである。

削り出し凸帯;上方と下方を削り取り、作り出し北もので、この中には巾広く削り出すもの(且

種)と、わずかに削り出すもの化種)が含まれる。

削り出し凸帯+沈線少条;削り出し凸帯上に1~2条のへラ描き沈線を施すもの。頸胴部に施す

この種の文様の中には、上方のみ削り出したものを含む。
伺

削り出し凸帯十沈線多条;削り出し凸帯上に3条以上の沈線を施す主の。

ヘラ描き沈線少条; 1~3条のへラ描き沈線を施すもの。

ヘラ描き沈線多条; 4条以上のもの。半戦竹管にて施文するものも含な。

貼り付け凸帯;貼り付け凸帯を付するもので、沈線と貼り付け凸帯を併用するものもこの類に入
ω

れた。
⑤

無文;無文の土器の場合、大きな破片でない限りその判定は難しい。

佃壺用蓋形土器の形態

壺用蓋形土器はSD1溝址から1卵体、 SD2溝址から2個体、 SD4溝址から1個体出土して
⑥

いるそれらについて形態、紐孔により分類した。

21個体のうち紐孔の不明なものが約半数あり厳密さを欠くが、紐孔のわかる土器のすべてが中央
⑦

に一孔を有し、その断面も笠形を呈するものが多い。

この状況は勝部遺跡の中央に1孔を有するものと、 2孔一対と1孔一対を有するものが相半ぱす

る特徴より、唐古遺跡の方に近さを感じきせる。

県内の他遺跡では、中ノ庄遺跡忙肩平な円板状のものと笠形を呈し、釦をもっものともたないも

のがあり、紐孔は2孔ずつ相対すろ位置に穿孔するものと中央に穿孔すろものがある。上箕田遺跡

断面

平面

中央孔

不

A

朋

計

. .

第8表

.

B

3

壷用蓋形土器の型式一覧表(・SD1出土

53

.....

....

.

C

.

14

'

.

D

3

.

21

計

'SD4 出土)

Ⅱ

@SD2出土

10

.

.
・
@



'、""^、~溝址 SDI SD2 SD3 SD4 言・"詔＼1 .

無

無

有

U、

有

71

26

無

12

97(34.6)

有

第9表郵形土器口縁部刻倒の有無と顕部文様

/J、

8

一

54

6

20(45.3)
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2

計

口

6

8

183(飾.3)
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24(54.6)

0
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0

3

刻
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部

0

目

"

2

0

文

1(11.D

3(60.0)

頸

9

升

様
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182

100

11(57.8)

部

り

0 (の

2

36

19 '

5157

文

136(37.5)

し凸

2(如.の

136

227

5

5

63

様

10

6(10.0)

沈線+刺突文

沈線十平行斜線文

SD 4

164

6

54

227(62.5)

29

S D 5

第10表

363

0

甕形土器、口縁部、頸部の文様(口緑端刻目の個体数と頸部文様の個休数に異なるのは、頸部文様

が特種なもの6点が加わっているからであろ。)

S D 6
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では鉛を有し、中央が凹む環口状の形態を有し、そこに1孔を穿つもの(第2次調査)と馬平な円

板状のもの代2ずつ相対する位置に紐孔を有する・もの(第1次調査)があり、県内に於いても各種

のものが認められろ。

壺用蓋形土器の紐孔と関係の深い壺形土器の紐孔は、形態のわかるすべてが1孔又は2孔を片側

に穿つだけである。どのような結合が行われたのであろうか。

③甕形土器の文様
⑧

SDI~SD6溝址出士、遠賀川系甕形土器369個体にっいて、口縁端刻目の有無と顕部文様を

調査した。その集計の方法は口縁端刻目と顕部文様がわかる土器について取り扱った。しかし、顕

部に特殊文様を有するものは、口縁端刻目の有無がわからないものも集計の中に入れ北。このよう

な方法では、L例えぱ口縁部と顕部が別々になっていに場合、集計の中に入らない。が、壺形土器同

様、傾向を知る事は出来ろだろう。第9表、第10表の集計の結果から

① S D I、 S D2、 S D4、 S D6溝址では口縁端に刻目を有するも.のが多いが、 S D4満址

は口縁端刻目、頸部文様を欠くものも多く、 SD3、 SD5同様無文化傾向が認められる。

② SD3、 SD5溝址は口縁端刻目、顕部文様を欠くものが多数を占める。

⑧ SD1溝址の顕部文様中には、段を有するものが2.5彫ある。

④沈線文問に刺突文をもつものがSDI、 SD2泌址に認められる。

⑤ SD3~SD5溝址の頸部文様中に沈線1条を施すものがあるが口緑端刻目を欠くものが多

く、口縁部の外反度も火きい。

⑥沈線文は4条が限度でそれ以上のものはない。

これらの結果からSDI、 SD2、 SD6濤址は口縁端刻目を有し〒頸部有文のものが多く、 S

D3~SD5溝址が無文の傾向を示すのと対象的である。この結果は壺形土器文様の検討結果とほ

ぽ同様の傾向を示している。

④所謂、亜流の遠賀川式土器

昭和鵠年、紅村氏は「名古屋市西志賀貝塚」〔紅村1958〕の報文中で遠賀川式士器を第1類、第2

類に分け、第1類を正統的な逮賀川式土器、第2類を亜流の遠賀川式士器ときれた。この第2類が

今、取りあげようとする土器であり、伊勢国(三重県)に主体があり、尾張国及ぴ三河国にもたら

され北と述べられてぃる。同遣跡に於ける亜流の遠賀川式土器は貝殻山式及ぴ西志賀式に認められ

単に赤褐色士器=亜流の遠賀川式土器でない事は、「伊勢国での遠賀川式土器は正統的遠賀川式土
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器の型をとるものと類型的にみて別の型のもの(これが主体となる)が復合して存するが、゛子腕
.......

も赤褐色の焼成をなす事が目を引く」(・・・筆者記)と述べられてぃる事からも明らかである。

紅村氏の指摘以降、三重県では多くの弥生式前期土器が発見きれ、調査もきれて来たが、この問

題忙関しての発言は必ずしも充分とは言えない。

真田氏は「赤褐色の土器は少なく」「これが主体だという紅村弘氏の説は正しくない」〔真田.

大場.仲見.1釘0〕ときれ、谷本氏は金剛坂遺跡の調査により、比較的多くの赤褐色士器を検出し

たが遺跡立地の相違による士器の差も考えられた。〔谷本鋭次ら、 1971〕

本遺跡では出土量の最も多いSD1溝址の甕形土器にっいて、所謂亜式土器の検討を行った。

その結果、 280個体の塞形士器のうち、わずか17個体しか含まれて粘らず決して「主体」と号え

る状態ではなく、むしろ過少というべきであうた。 SD3~SD5溝址では若干、その比率が増す

ようであるが、やはり「主体」とは言えない。これで中ノ庄遺跡、上箕田遺跡、永井遺跡では所謂

亜式士器が「主体」とは成り得ず、過少と言う状態である事が判朋し北。

⑤逆工字形口縁の甕形土器

逆工字形口縁を呈する甕形土器がSD1からのみ出土したが、これらの士器は一様に、口縁部外

端面に凸帯を貼り付けめぐらし、口縁部上面を平坦にした特徴的なものである。

出土量は280個体中、 7個体で3影にも満たない。これらの士器は、この地方では例を見ないも

のであるが、瀬戸内地方に多く見られろものと同系統のむのなのかは詳らかでない。ただ頸部に沈

線をもっものが1点もない事は重要視せねぱならない。詳細は今後の調査例を待ちたい。

(6)条痕文系の深鉢形土器

伊勢湾沿岸地方の弥生前期土器に条痕文系の土器を含む事は早くから指摘され〔吉田富夫19給)、

その融合関係が多々論じられてきた〔紅村1963.久永1966等〕。

県内に於いても中ノ庄遺跡、上箕田遺跡、大谷遺跡〔小玉道明1給7〕等に出土例があろ。しかし

同じ伊勢湾沿岸にありながら、尾張、三河とは異なり、条痕文系の土器が極めて少ない。本遺跡に

於いても極少の条痕文系深鉢形土器が検出されているが、それらは水神平式と呼ぱれていろもので

SD3溝址から2個体、 SD5溝址から3個体出土したのみでSDI、 S D2溝址等の古い要素を

もっ灘址からは検出きれず、「新」段階の前半忙属する溝址から出士している点には留意すべきで

ある。

⑦壺形土器と塞形土器の比率

口縁部~胴部に至る部分及び土器底部による壺形土器と症形士器の比率にっいて調査した。その

集計の方法は
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器形

溝址 S D I

点数(影)

甕

第Ⅱ表口縁部~胴部による壺、甕の比率

計

203(41.8)

282(郭.2)

絽.5(10の

SD 2

点數(弼)

器形

38(44.フ)

47(55.3

85(10の

SD3

点數(彬)

溝址

壷

4(30.8)

8 D 4

点数(剣)

8D I

点致(影)

饗

9(69.2)

9(31.0)

20(69.0)

29(10の

SD5

点数(影)

不

計

13(100)

90(49・5)

92(50.5)

SD 2

点数(影)

総

10(66.フ)

5(33.3)

15(10の

SD 6

点数(彬)

第12表土器底部1てよる壺、甕の比率

①壺形土器の場合、口顕部個体数と顕胴部個体数が同一ではない。従うて、その両者のうち多

い方を用いた。嘉形土器についても同様であろ。

②士器底部はSDI~SD6溝址から600佃体以上出土しているが、それらの多くは破片であ

り、壺、麥の区別がっかない。よウて壺、甕の区別がっくもののみについて検討した。壺と甕
⑪

の区別は、底部から下胴部への立ち上がり、調整の方法、媒の付着等により行った。

10(45.5)

明

8D 3

点數(影)

182(10の

12(54.5)

8(57. D

6(42.9)

14(10の

計

点数(影)

一

340

8 D4

点数(彬)

6(5の

22(10の

272(42.4)

16

6(5の

10(47.6)

SD5

点数(影)

369(57.6)

12(10の

11(52.4)

64KI00)

0

第11表及び第12表から壺形土器と甕形土器の比率は総出土量の少ないSD3~SD6溝址の揚合

誤差が大きく、傾向的にとらえる事が出来ない。従って、 SDI~SD2溝址の結果からすれぱ、

壺形土器と審形土器がほぽ等し.い比率を示す。この傾向が他の遺跡にも認められるか、否かは今後
⑫

の検討に待ちえい。

⑧他遺跡との比較

県内に於いては、これまで壺形土器、甕形士器にっいての、各文様頻度の調査例はない。従って
佃

ここで用いる他遺跡の数値は、すべて報告害から集計したものである。このような方法には矛盾
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10(58.8

8D 6

点数(影)

2KI0の

フ(41.D

13

計

点数(影)

9(52.9)

8(47.D

17(10の

135(綿.フ)

0

17(100)

136(51.3)

2

271(100)

371

691

壺

7132135



が多い。が、少なくとも傾向を知る事は出来ろと考えろ。文様区分の方法は、「壷形土器の文様に

つ.いて」「甕形土器の文様忙っいて」と同様にし、永井遺跡の比較にはSD1出士土器を用いた。

第13表~第16表により主な違いをあげると次のとおりである。

①中ノ庄遺跡の壺の口顎区分文様には、段の使用、ヘラ描き沈線少条を主体とし、頸胴区分文

様にはこれに削り出し突帯、削り出し凸帯十沈線少条を混える。貼り付け凸帯及ぴへラ描き沈

線多条が少ないのが特徴である。他方獅は口縁部刻目の有無が相半ぱすろ。又頸部文様を有す

るものが7割に達し、その文様も沈線1~2条が多い。

②上箕田遺跡の壺の口顕区分文様紀はへラ描き沈線を主体とし削り出し凸帯を混じぇ、頸胴区

分文様は削り出し凸帯+沈線少条、ヘラ描き沈線少条に若干の貼り付け凸帯を混じぇる。

甕は刻目をもつものが7割を占め、頸部文様1こは沈線2~3条もつむのが多い。又表中にはな

いが貼り付け凸帯をもつものがある。

③永井遺跡では、貼り付け凸帯を主とし、削り出し凸帯十沈線少条、ヘラ描き沈線少条を若干

混じえる。中ノ庄遺跡、上箕田遺跡に見られなかうた文様として、削り出し凸帯十沈線多条が

出現している。甕形土器は刻目をもつものが上箕田遺跡よりわずかに減り、頸部文様は2~3条

の沈線を主体とする。

"'、、、、、、、遺跡名(時期)中ノ庄
口頚部界文様一ーーーー~ーー~^、(中)

段

削り出し凸帯

削り出し凸帯十沈線少条

削り出し凸帯+沈線多条

ヘラ描き沈線少条

ヘラ描き沈線多条

彪
8 (27.6)

貼り付け凸帯

上箕田

(中~新)

1 (3.4)

無

2 (24.D

文

0(

0(

第13表

井永

(中~新)

3 (11.5)

の

Φ

8 (27.6)

一

1 ( 3.9)

中ノ庄、上箕田、永井各迪踏に於ける壺形土器口顎部界文様頻度表
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3 QO.3)

1 ( 0.5)

0(

0(

10 ( 4 9)

の

6 (23. D

0)

フ(24.0)

19 ( 9.4)

9 (34.6)

29 aoo'の

5 ( 2.5)

4 a5.4)

33 (16.3)

3 (11.5) 諦(19.2)

9 ( 4,4)

26(100.0) 203(100.の

87 (42.8)



、

頚胴部界文様

段

遺跡名(時期)

削り出し凸帯

削り出し凸帯十沈線少条

削b出し凸桜十沈線多条

中ノ庄

(中)

ヘラ描き沈線少条

影
2 ( 8.3)

ヘラ描き沈線多条

貼り付け凸帯

上箕田

(中~新)

6 (25.0)

5 (20.8)

0(

0(

井永

(中~新)

第14表中ノ庄、上箕田、永井各遣跡に於ける壺形土器頚胴部界文様頻度表

0)

計

2 ( 8.フ)

0)

フ(29.2)

6 (26.D

4 (16.フ)

0(

ノ

0(

0)

0(

0(

口縁部刻目

0)

9 (39.D

24aoo.0)

16 (16.5)

0)

の

2 ( 8.フ)

3 ( 3.D

4 (17.4)

20 (20.6)

甕

器aoo.0)

無

部

23 (23.フ)

中ノ庄

(中)

文

有

35 (36.D

影
19 (42.2)

様

無

97aoo.0)

第15表中ノ庄、上箕田、永井各遺踏に於ける獅形土器の文様頻度表

上箕田

(中~新)

有

26 (57.8)

計

段

12 (23.5)

沈線+刺突文

10 (29.4)

諦(76.5)

井永

(中~新)

24 (70.6)

' 1 ( 2.0)

H (35.9)

97 (34.6)

6 (11.8)

25 (64. D

51 aoo.の

183 (65.4)

0(

125 ('4.3)

0)

0(

157 (55.フ)

39 (100.の

0)

4 ( 1.4)

3 ( 1.1)

282 (100.0)

舶
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沈線1条

中

2条

影
8 (30.8)

3条

上箕田

(中~新)

4条

8 (30.8)

→

フ(26.9)

第16表癖形土器頚部の沈線条数

2 ( 8.3)

⑨綜括

SDI~SD6溝址出土の前期土器は、佐原真氏の分類によれぱ、削り出し凸帯を古っもの、木

葉文、 2条1組の弧線文、沈線閻刺突文等の「中」段階に属するものと貼り付け凸帯を有し、 a 種

に属する「新」段階前半のものに分けられ、

前者はSDI、 SD2溝址にて検出きれ、特にSD2溝址では大洞A,類似鉢形土器が伴出して

いる0 後者はSDI~SD6の各溝址から検出きれている。 SD3及ぴSD5溝址から出土した条

痕文系の水神平式土器はこの時期牝伴出すろものと考えられる。

県内に於ける前期土器の編年は、既に述べられて来てぃるが、太遣跡の資料を加え、中ノ庄→上

箕田→永井→金剛坂といった変遷が考えられる。

次に紅村弘氏が三重県に主体をもっときれた所謂、遠賀」11亜式土器は中ノ庄遺跡、上箕田遺跡同

様、本遺跡でも主体とはなりぇない。

この他にも口縁内面に周回しない突帯を有する立の、逆L字形の甕、えぐりを有する打製石包丁

等、瀬同内~摂津方面の特徴に類似する遺物等がある。その意味は今後の研究に譲ろう。

註

① SD5溝址出土の削り出し凸帯は220の土器で断面三負状に削b出し、一見貼り付け凸帯風にする特殊なも
のである。

(2)池上遺跡L地区0認区画の溝出土第1様式土器は本遺跡SD1及ぴ2と、ほぽ同様の傾向を示してぃる。比

較の意味で引用きせていただく。(第2阪和国道内遺跡調査会、玲71)な村、表中の区分は1部変更させていた

だき、付加条沈線1個体はへラ描き沈線文.4条以上に入れた。
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3 (11.5)

13 (54.2)

永 井

(中~新)

26 aoo.0)

6 (25.0)

15 (10.0)

3 a2.5)

70 (46.フ)

24 aoo.0)

46 (30.フ)

19 (12.6)

150 aoo.0)

庄

中

ノ
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'~＼'.-1"「、"1、."
段

削り出し凸帯

ヘラ描き沈線

帯上無文

帯上沈線

貼り付け凸帯

1~3 条

'条以上

上表の如く、両遺跡の文様手法頻度はよく近似している。差をあげろならぱ、永井遺跡ではへラ描き沈線文

4条以上が少なく、 wiり付け凸帯が多い。池上迪跡L地区058の溝出土物は、全くその反対になり、両手法の

士器を加えろとその割合はほぽ等しくなる。この差が、より細かい時問的な差か、それとも地域的な差なのか

は現段階では不明。今後の調査に期待したい。

(3)ヘラ描き沈線2条と3条に界をなし少条、多条としたが、後述する中ノ庄遣跡、上箕田遺跡の例が最高2条

であるところから、ここで画した。佐原真氏は「中段階の壺」の「沈線文の数は単独に用いるばあい、段と組

み合わせて用いるぱあい、削b出し凸帯の上下の段の間に用いるぱあいの区別なく、なお3条をこえることは

すくない。 4条以上の沈線をともなう削り出し凸帯は、口顕部間、頸胴部間を区分する役割をはたすというよ

bは、むしろそれ自身が幅広い文様帯をなしていろ」とされ、 4条以上の沈線をもっ削り出し凸帯を有する土

器は「形態の上でも新段階の壺に近い」〔佐原真19聞〕と述べられている。

ちなみ1て、本遣跡出土の削り出し凸帯上の沈線は大部分3条であb、稀忙4条のものがある0

ω貼b付け凸帯の条数、凸帯上の刻且の有無、沈線との併用等区別すべきであったかも知れない0

伍)小破片の多いSD3~6満址にっいては皆無に近いとせぎるを得なかうた0

⑥唐古遺跡、勝部遺跡の調査例を参溝にし北。

(フ)中央に紐孔をもたないものがあるが a42)、口縁部を欠いていろ為、口縁付辺に紐孔を有するか否か1こっい

ては不明。

(8)条痕文系に対する遠賀IU系という意味である。

φ)池上遺跡G溝では、第1様式新段階に属する甕形土器を層位苛に5屑に分け、口縁端刻目有無の変遷が知ら

れ北。それによると、上届のもの程、刻旦を欠くものが多數を占める。伺様の結果は同迅跡L058溝、 L054

満黒色土の比較からも窺える。〔第2阪和国道内遺跡調賓会1970〕〔同197D

⑩他の溝址の甕及び壷にっいても計数的にあらわすべきであっ北が、都合1こより出来なかう北0 いずれ機会が

あれぱ、はっきりさせたい。整理時の状況から見れぱ、恐らく5影以下の比率であろう0

⑪第H表及び第12表を作成し、まず驚いたのは、偶然に毛壺形土器と甕形土器の統計がほぱ同数になった事で
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第17表池上遺跡、永井遣跡に於けろ壺形土器の文様
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ある。

⑫四ヅ池遣跡、池上遺跡でも壺、甕がほぽ相半ぱしてぃろ。〔第2阪和国道内遺跡調査A1971〕西志貿遺跡で

は壷51個(36・7疹)に対し、鉢又は甕器個(63.3影)である。(杉原.岡本1961)。永井造跡より甕の比率が高
い

四各文様の尻分は報告書記載に従ったが、記載がないものはその状況で判断した。

なお上箕田遺跡にっいては、第2次調査報告のみにっいて集計した。

⑭中ノ庄→上箕田にっいては従来から推移が知られており、今回の結果は、それを裏付けしたに留まる。

能



2.弥生時代中期中葉の土器{こついて

中期中葉の土器は、出土量が少なく、完全に把握できた状態とは言えない。しかし、その器種構

成は一応壷形士器、細頸壺形土器、甕形土器のセヅトをなしている0
①

これらの土器群は、東海地方の編年によれぱ、尾張の貝田町式併行期に相当する0 しかし、その

内容は尾張の土器様相と同一ではない。壺形土器は近江から伊賀、伊勢に特徴的な瘤状突起を有し

細頸壷形土器は尾張で主体を占めるへラ区画文、竹管を押しっけた浮文等を用い、甕形土器に至っ
②

てはさらに複雑な様相を呈してぃる。甕形土器Aは近江、山城、伊賀、伊毅、尾張、三河等広い分

布を示し、甕形土器Bは甕形土器Aより分布は狭いが、近江、山城、伊賀に及び本遺跡の出土から

伊勢にも存する事が明らかになっ北。他方、獅形土器Cは尾張に通例のものであり、県内にも上箕

田遣跡〔伸見ら1961 真田.火場.仲見1970〕東庄内B遺跡〔小玉ら.1970〕、上村遺跡(口村'1

972)金剛坂迪跡〔山沢・谷本・1971)等で散見される。

このように甕形土器は3種がそれぞれ、その分布、系統を異1てし、本遺跡では甕形土器Aが主体

を占め、尾張との違いを朋瞭にしてぃる。これらの諸要素は畿内東接地域の状況とよく似ており、

この時期忙於けろ両地域の関係が浅からぬ事を示していろ。

註

(D (紅村.1963)1こよる。外土居式併行期(久永・1966〕とする意見もあるが、分離が充分でない現在、一応

貝田町式併行期として粘く。

又、土器組成の異なる地域に対し同一型式名を用いるのは望ましくない。従うて何々式併行期とした0

(2)谷本鋭次氏は、三重県に一般である事を既に述べられていろ。(小玉・下村.山沢.谷本.井上'1970)

3.弥生時代中期後葉の士器について

①口縁部端面及び内面の文様

口縁部端面及ぴ内面の文様にっいては文様構成を知る手段として、畿内地方でよく用いられてお

り地域差を知る一助となってぃる。それらの方法は多数の土器の特徴を数量的に取り扱い、比率、

構成を把握すろのに有効な方法であろ事は明らかである。しかし、伊勢湾沿岸に於いては、士器の

形態及び組み合せが異なる事等から、これまで用いられていなかっ北。本遺跡の中期後葉の土器は

その多くが破片であり、形態を知りうるものは数えろ程度にしか過ぎない0 従0て、その内合も充

分とは言えない状況忙ある。これらの不備をいくらかでも補えれぱと考え、出士土器の数量化を計

つ北。出士量も多くなく、又時期的にも狭い範囲にとどまり、決して充分とは言允ないが、どのよ

うな文様がどのような形態の土器に多く用いられていろか、又伊勢湾西岸の特徴は何かを知ろよう

に勉めた。調査の対象はSX74、 SX75方形周溝址出土の壷形土器、無頸壺形土器、細顕壺形土器
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文様の種類

出土池

波 状

直

文

線

凹

S X74.
点数

列

文

貝殻腹縁文

点

線

S X75
(影)

文

刻

6 ( 5.8)

文

無

2 ( 1.9)

"'、、~、出土地
文様の種類""、、^

11 ao.6)

目

66 (63.4)

第18表口縁部端面文様

計

文

1 ( 1.0)

列

口縁部端面

列点文十他の文様

3 ( 2.9)

点

口縁部内面

文

15 (14.4)

貝殻腹縁文

SX74・
点数

扇

波

104 aoo.0)

竹

形

状

SX75
(影)

直

文

無文

無

文

5 ( 4.8)

凹

線

管

列

文

1 ( 1.0)

貝殻腹縁文

点

櫛描
列点文

2

文

線

文

第19表口縁部内面文様

2 ( 1.9)

刻

計

2

文

文

2 ( 1.9)

無

2

7

3 ( 2.9)

66

樹描
扇形文

91 (87.5)

目

2

計

104 '(100.の

第20表口縁部端面と内面の文様

文

竹管文
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に限り、その口縁部片104点(完形に近い士器も含む)を用い、口縁部端面及び内面の文様構成を

検討した。第18表~第20表に示すように、

口緑部端面

①凹線文を施す士器が圧倒的に多く約6割に及ぴ、その器形は壺形土器CI、 C1等の受口状

の壺形土器と無顕壷形土器A、細顕壺形土器である。言いかえれぱ壺形土器の大部分は父口状

のC I、 C 1であり、通常の壺形士器Aは甚だ少ないと言える。

このように凹線文が多いのは、畿内第Ⅳ様式に併行する土器に限られるからである0 しかし

その形態が畿内のものとは異る事に注意せねぱならない。

②無文のものが約1割あるが、これは唐古遺跡(末永、小林、藤岡1943〕の北方砂層(第Ⅱ、

Ⅳ様式を主とする)出土と、ほぽ同比率である。

③櫛描文様が2割以下で極めて少ない。しかも、そのうち畿内でも稀な列点文(描目文)が半

数以上を占めろ。

④畿内では全く認められず、伊勢湾沿岸に多い貝殻腹縁を押しっけた文様が1例ある0

⑤刻目をもっものの中に入れ九457は伊賀、伊勢にのみ認められる土器であろ0

口緑部内面

① 9割近くが無文である。

②櫛描列点文が約5影ある。その中には、山形代施す特殊な例も含まれている0

③瘤状突起をつけたものが7例あり、前段階からの特徴が受けつがれている。

端面、内面文樺組合せ

①両者とも無文のものが約1割ある。

②畿内によく見られる端面波状文、内面扇形文のものが2例ある。

③端面凹線文、内面無文の大部分は前記の壺形土器CI、 C1に属する0

②甕形土器の底部

本遺跡に於ける中期後葉の甕形土器に平底のものと台部を有すろものが存する事は既に述べ北が

尾張及び三河に於いても同様である(久永・19飴)。しかし、畿内に於いては鉢形土器等に脚口部

を有するものがあうても甕形士器に脚台部を有すろものは皆無と冨ってもよい。これらの差は、甕

形土器に移動性が少なく、在地的な要素を持うている事を考えろ場合、非常に重要であろ0 従っ・て

伊勢湾西岸に於ける甕形土器底部がどのような関係にあっ北かを検討する為SX74及ぴSX75出土
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の聾形土器にっいてその比率を求め北。集計の方法は、

① SX74方形周溝址出土のものにっいては、ほとんど同一時期と考えられるので底部すべてを

取り扱い、形態、胎土、焼成、文様等より甕、壺の区別を行い、比率を求めた。

② SX75方形周溝址のものにっいては、確実に中期後葉の土器と伴出してぃるもののみにっい

て、 SX74方形溝址と同様の方法で比率を求めた。

第21表のように、底部のうち脚台を有するものは半數以上に達し、その特異性をよく物=てぃ

ろ0 これらの脚台部は後期や土師器のそれのように下方程うすく仕上げ端面を丸くし元ものはUサ

く、ほとんどは脚台部上半及び下半がほぽ同じ厚きを有し、端面は平らな面をもっている。脚厶部

と胴部の接荊は高杯形土器のように、一見、円板充蝦忙よると見られろものもあろが稀である。ほ

とんどは脚台部を別に作っておき、その上に筒状の胴部をのせ、接着面に粘士を貼り付け補強し
②

いる。

瑚形

底

土器

部

平 底

③綜 括

SX74、 SX75方形周溝址出士土器は、尾張地方の編年によれぱ高蔵期に相当(三河では長床期
し、畿内の第Ⅳ様式に併行すろ。

これらの士器群は、非常に畿内の影響が強く、円板充損により製作きれた高杯形土器、凹線文、

描描文で飾る無顕壺形土器が登揚し、文様に於いても櫛描による簾状文、扇形文、回転A使用によ

る凹線文、横ナデ調整及び右から左へ文様を描く畿内型の施文法を採用してぃる 0

このように畿内的な色彩がっよい反面、尾張、三河地方の影響も見のがせない一形土,

来伊勢湾西岸では類例のない土器で胎土、色調、施文等全くことなり三河地方よ りもたらされたも

缶

脚台を有する主の

系

S X 74

第21表甕形士器底部の形態

平底

計

点数(影)

上げ底

27 (30.3)

S X 75

6 ( 6.フ)

点數(影)

56 (63.0)

5 (38.5)

89 QO0.0)

計

1 (フ.6)

点歎(影)

フ(53.9)

32 (31.4)

13 (100.0)

フ( 6.8)

腿(61.8)

102 (100.0)



のであろう。壺形士器Cは畿内には認められない形態で口縁端には凹線文を採用すろが、胴部の文

様は伊勢湾西岸に特有な2~3条一組の櫛歯を数帯北ぱね施文し、又波状文も波下部で巻き込むよう

に描く。口縁端、内而に於ける列点文の多用も畿内地方とは異なる。更に甕形土器に脚台部を有す

るものが多く畿内との差を明らかにしている。

伊勢湾西岸に於けるこの時期の特徴は401、456が、端的に物語り、言いかえれぱ畿内的な影響を

受けながらも、その本質は伊勢湾沿岸の文化圏に属している、と言えよう0

註

①資料的に少なく確実に言えない。今后良好な資料について確認し北い0

②この点にっいては土器製作上、又地域色を把握する上でも重要であり、プ後の研究課題として村き北い0

③簾状文は河内で見られるような「施文原体が長く、巾の狭い文様」〔曽我ら1971〕は詔められず、1・0~1・5

伽の施文原体を用いほぽ1師間隔に文様を描いている。
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